
論

説ド
イ

ツ
簿
記

理
論

に
お
け
る

「
複
式
簿
記
」
観

-
ー

シ

ェ
!
ア

「
正
味
財
産
記
録
」
目
的
観

に
よ
る
説
明
1

一二三四五

問
題
の
所
在

複
式
簿
記
の
記
録
対
象

複
式
簿
記
の
勘
定
体
系

複
式
簿
記
の
寵
入
規
則

複
式
簿
舘
記
録
の
二
重
性
I
I
結
び
に
代
え
て
ー

奥

山

茂

問
題
の
所
在

複
式

簿

記

に
関
す

る
理
論
、

中

に
就

い

て
勘

定

理
論

(島
①
国
O昌
けΦ
鵠齢甥
①O
「廟①口
)
を

そ

の
記

録
対

象
観

に

も

と

づ

き

人
的

理
論

(餅

罵
㍗

ー

暮

ポ
・

↓
げ§

幽㊦)
と
物
的
理
論

(象

暴

藩

一舞

冨

謬

琶

と

医

分
す

る
γ滋

・
文
献
走

な
さ
れ
て
時
既
に
久

し

い
・

こ

.た

い
う
人
的

理
論
と

は
人
的
勘
定
理
論
、
物
的
理
論
と

は
物
的
勘
定
理
論
と
そ
れ
ぞ
れ
通
常
呼
称
さ
れ

て
い
禦

の
に
他
な
ら
ぬ
・

こ
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れ
ら
二
種

の
勘
定
理
論

に
つ
い
て
、
そ

の
発
展
過
程

を

顧
み
る
に
、
先
ず
人
的
勘
定
理
論
が

十
九
世
紀
後
半
物
的
勘
定
学
説

(理
論
)
の

出
現
す
る
に
到
る
ま
で
・
簿
記
学
説

(理
論
)
を
支
配

し

て

い
(旭
・
為

に

天

的
勘
定
学
説

(理
論
)
は
、
簿
記
学
説

(理
論
)
の
本
源
的

形
態

で
紮

L
と

い
わ
れ
て
い
る
・
勘
定
理
論
史
上
、

斯
か
る
支
配
的
地
位
を
占
め
て
い
た
人
的
勘
定
理
論

の
後
塵
を
拝
す

る
、」
と
と
な

っ
た

易

蕩

定
学
説

(理
論
)
は
、
独
逸

・
契

利

・
瑞
西
、
殊

に
独
逸

に
於

て
其

の
温
警

見
出
し
、
姦

の
有

力
な
る
学
者

の
支

持
を
得
て
・
之
等

の
諸
国
に
於

て
は
、
人
的
勘
定
学
説

(理
論
)
を
全
く

駆
逐
す

る

に
到

っ
た
L

の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

ド
イ

ツ

.
オ

ー
ス
ト
リ
ア

・
ス
イ

ス
に
お
い
て
は
人
的
勘
定
理
論

に
代
わ

っ
て
、
物
的
勘
定
理
論
が
簿
記
理
論
、
特

に
勘
定
理
論
を
支
配
す

る
こ
と
と

な

っ
た
。

　　

　

斯
く

の
如
き
状
態

は
、
今
尚
継
続
し
て
い
る
と

い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
我
が
国

の
簿
記
学
も
こ
れ
と
同
じ
状
態

に
あ
る

こ
と

は
言
を
侯
た
ぬ
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る

一
つ
の
証
左
は
嘗

て
人
的
勘
定
理
論
が
着
眼
し
、
そ

の
語
義

に
も
と
つ
く
説
明
を
試

み
た

「借
方
」
・
蛋

方
L
な
る
術
語
が
含

で
蜜

な
る
篠

と
し
て
広
く
轟

さ
れ
て
い
翼

」
と
覧

出
さ
れ
得
る
。
斯
か
る
蟹

は
、
人

的
勘
定
理
論

に
よ

っ
て
は
決
し
て
為
さ
れ
得
ず
、
物
的
勘
定
理
論

に
よ

っ
て
初
め
て
可
能
と
な

る
筈

の
も

の
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
、

こ
こ

に

一
つ
の
疑
問
が
生
ず

る
こ
と
と
な
る
。

即
ち
、
具
体
的

に
は
右

に

一
端

を

見
出

す

如
く
、
「
借
方
」
う
「
貸
肯
島
な

る
術
詰
ゆ
ら

一
体
何

に
目
を
転
ず
れ
ば
、
右

の
如
き
解

釈
に
通
ず
る
の
か
、
総
じ
て
物
的
勘
定
理
論
は
、
如
何
な

る
観
点
に
立

つ
こ
と

に
よ

っ
て
簿
記
理
論
、

殊

に
勘
定
理
論

の
主
流
と
な
り
得
た
の
か
、

こ
の
こ
と

で
あ

る
。

右

の
術
語
解
釈

に
そ

の

一
端
を
見
る
が
如
く
、
従
来
勘
定
理
論

の
主
流
を
な
し
て
い
た
人
的
勘
定
理
論
と
は
そ

の
観
点
を
全
く
異
に
す

る
と
思
わ
れ
る
物
的
勘
定
理
論
が
、
果
た
し
て
如
何
な
る
観
点

に
立
脚
す
る
理
論
で
あ

る
の
か
と

い
う

こ
と
は
、
当
然

の
こ
と
と

は
い
、兄

我

々
簿
記
学
徒

に
と

っ
て
最

大

に
し
て
重
要
な
関
心
事
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

こ
れ

こ
そ
が
、
物
的
勘
定
理
論
が
簿
記
理
論

の
主
流
た
り

得
る
こ
と

の
理
由
解
明

の
侯
た
れ

て
い
る
所
以

で
あ

る
。

…㈱
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そ
レ」
で
、
「
物
的
」
な
る
特
徴
付
け

の
な
さ
れ

て
い

る
理
論
が

一
体
如
何
な

る
観
点

に
立
脚
し
て
い
る
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
が
我

々

の
課
題
で
あ
る
と
す
れ

ば
、

こ
の
問
題
解
明

の
手
掛
か
り
を
我
々
は
、
物
的
勘
定
理
論
そ
れ
自
体

に
求
む
る
他

は
な

い
。
し
か
も
・
そ

の

物
的
勘
定
理
論
が
ド
イ
ッ
に
お
い
て
そ
の
端
初
猷

浬
・
主
に
ド
イ
ッ
に
お
い
て
相
互
に
華
々
し
い
撃

董

ね
・
発
展
し
て
き
て
い
る

り」
と
か
ら
、

こ
こ
に
討
究
さ
る
ぺ
き

理
論
と

は
、

ド
ィ
ッ
簿
記
理
論
、
と
り
わ
け

ド
イ

ツ
物
的
勘
定
理
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な

る
。
注
意
す

べ
霞

、

こ
の
ド
イ
ツ
簿
記
理
論
が
黒
沢
整

も
述

ぺ
て
い
麗
如
く
・

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
簿
記
理
論

の
源
流

で
も
あ
る
が
故

に
こ
の
研
究
が
ド
イ
ッ
な
る
国
名
を
付

し
て
は
い
る
も

の
の
決
し
て
特
定
地
域

に
お
い
て
の
み
温
床
を
見
出
し
た
に
過
ぎ

ヘ

へ

ぬ
特
殊
な
物
的
勘
定

理
論
で
は
な
く
、
物
的
勘
定
理
論

一
般

に
つ
い
て
の
研
究
で
あ

る
と
麗
倣
さ
れ
得

る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

そ
の
際
、
次
の
こ
と
が
顧
慮
さ
れ

て
然

る
べ
き
で
あ

る
。
即
ち
、
右

の
如
き
勘
定
理
論
に
お
け
る
人
的
勘
定
理
論
か
ら
物
的
勘
定
理
論

へ
聖

慧

考
の
変
化
は
、

(礪

謂
わ
れ
て
い
る
と
.』
う
に
従
い
簿
記
の
記
録
対
禦

所
謂

「取
引
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「人
的
取
引

概
念
」
か
ら

「
物
的
取
引
概
念
」

へ
の
転
換

で
も
あ
る
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。
そ
し
て
、
斯
か
る

「
物
的
取
引
概
念
」
1
ー

こ
の
表
現

の

適

否
は
と
も
か
く
f

の
導
入
が
、
別
言
す

れ

ば
簿
記

の
記
録
対
象

(所
謂

「
取
引
」)
を
物
的

な

も

の
と

観

る
立
場

の
採
用
が
簿
記
学

(黛
。
髪

仲匿
嚇
毛
望

更

酢
帥
津

無
.

穿

霞
巴
仲菖
覧
停
琶

の
発
展

に
多
大
の
貢
献
を
な

し
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
大

い
な

る
功
労
者

の

一
人

と

し

て

こ
こ
に

シ

ェ
ー

ア

(ω
6ゲ
帥
目噛
細
・団
.)
の
名

を
挙
げ

る
こ
と

に
対

し
、
反

論
す

る
者

が
果

し
て

存
在

す

る

で

あ

ろ

う

か
。
何

と

な
れ

ば
、

彼
が
従

来

の
人

的

勘
定

理

論

の
影

響

を

受

け

た

大
多

数

の
簿

記

学

の
文

献

に

飽

き

足

ら

ず
・

簿
記

の

完
全

な

理
論

(血
能

α・磐
器

冨
ゴ轄
げ、§

〉
を
科
学
的
董

の
走

糞

す
る
こ
と
を
試
靱
蟹

い
う
点
・
更
に
は
彼
も
自
負
し
て
い
評

く
彼
の
理
論
が
そ
の
後
の

論
争

の
発
端
と
な

っ
た
と

い
う
点

に
お
い
て
、
彼
が
簿
記

に
関
す
る

「
物
的
」
な
観
点
か
ら

の
琳
箏
艀
研
究

の
先
駆
者
と
藩
倣
さ
れ
得
る

か
ら
で
あ

る
。
糠
て
て
加
え

て
、
今

日
の
通
説
的
解
釈
と
も

い
え

る

「
借
方
」
・
「
貸
方
」
の
符
牒
視

に

つ
い
て
・

シ

ェ
ー
ア
は

「
借
方
」
.

「
貸
方
」
に
代
え

て

「
左
」
・
「
右
」
、
「
黒
」
・
「
白
」
の
如
き
任
意

の
表
現
を
使
用
し
て
も
何
ら
支
障

の
な
き

こ
と
を
現

に
明
言
し
て
鳳
翻

の
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で
あ

る
か
ら
。

更
に
ま
た
・
彼

は

「
科
学
的
な
基
礎

の
走

立

ち
、
簿
記

の
本
質
を
簡
単

に
説
明
す
蚤

』
と

は
簿
記
学

の
研
究
者

に
と

毛

誠
に
価
値

あ
る
課
題
で
あ

華

と
述
ぺ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
簿
記
学
徒

に
と

っ
て
の
究
瞥

的
と
も

い
う
ぺ
き
簿
記

の
本
質

の
解

明
が
ど
れ
ほ
ど
意
義
深

い
こ
と
で
あ

る
の
か
と

い
う
こ
と
を
充
分
す
ぎ

る
ほ
ど

に
認
識
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
我

乏

と

っ
て
.あ

目
的

意
繋

何
も

の
に
も
増
し
て
墓

で
あ
る
こ
と

は
、

こ
と
更

に
強
調
さ
れ

る
必
要

の
な

い
も

の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら

ぬ
筈
で
あ

る
。
し
か
し

な
が
ら
、
巷
間
氾
濫
す
る
簿
記
学

(論
)
と

い
う
名

の

『
書
物
』

の
実
体

を

見
る
に
付
け
、
今

一
度
簿
記
学
本
来

の
姿
演

想
起
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
わ
ず

に
は
い
ら
れ

ぬ
。

三

」
に
、

シ

、
-

ア
理
論

に
獲

す

る
理
由
が
あ
る
。
か
く

て
、
我
々
は
、
物
的
勘
定
理
論
が
如
何

な
る
観
点

に
立
脚
し
て
い
る

の
か
と

い
う
問
題
、
要
す

る
に
簿
記

の
記
録
対
象
を
物
的
な
も

の
と
観

る
こ
と
が
具
体
的

に
は
そ
れ
を
如
何

な

る
も

の
と
観

る
の
か
と

い
う
問
題
ゐ
解
答
を

シ

ェ
ー
ア
理
論

に
求
め
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
と
な
る
。　む

　

数
あ
る
物
的
勘
定
理
論
に
お
い
て
、
「
人
的
学
説

に
対
す
る
反
動
と
し
て
婁

れ
叢

初
の
学
説
」
と
遊

勘
定
学
説
史
上
儘

付
け

ら
れ

て
い
る
物
的
二
勘
定
学
説
、
中

に
就

い
て
ブ

リ

(野
巳
噂
}.)
に
よ

っ
て
命
名

さ

れ

た
と
い
わ
れ

て
い
る
所
謂

「
純
財
産
学
説
」
は
、

「箆

展
開
さ
れ
た
他
の
諸
学
説
に
と

っ
て
の
出
発
点
を
提
示
し
煙
」
理
論
で
あ
り
、
人
あ

っ
て
斯
か
る
理
論
に
は

「
簿
記
の
薯

な
る

科
学
的
研
究
に
対
し
嘉

力
を
憂

た
功
禦

認
め
ら
れ
ね
ば
な
麺

と
ぢ

.
そ
.」
で
、
各
種
の
物
的
勘
定
理
舗

互
に
お
け
る

論
争
が

こ
の
所
謂

「
純
財
産
学
説
」

に
端
を
発
す

る
と
す
れ
ぽ
、
先
ず
以
て
自
ら

の
理
論
が

「
文
献
上

の
論
争

の
出
発
点
」
と
な
り
、
し

か
も
・
そ
の

三

勘
定
理
論
は
論
争
に
勝

つ
随

と
さ
え
暑

す
る
シ
テ

ア
の
轟

ξ

き
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る

「
物
的
」
な
箋

簿

記
観
と
は
如
何
な

る
も

の
で
あ

る
の
か
を
探

る
こ
と
が
、

こ
こ
で
の
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
.」
と
と
な
る
。
そ

の
よ
う
な
観
点
の
下
で

は
現
実
の
複
式
簿
記
記
録
は
、

一
体
如
何
な
る
も

の
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
「
物
的
」
な
複
式
簿
記
観

が

現
実

の
複

式
簿
記

の
記
録
対
象
、
し
た
が

っ
て
そ

の
具
現
物

た
る
複
式
簿
記
記
録
の

一
つ
の
観
察
方
法
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
斯
か
る
観
点

の
下
に
明

…

　



ら
か
と
な

る
現
実

の
複
式
簿
記
記
録

の
意
味
は
果
た
し
て
何
か
、
興
味
深

い
問
題

で
あ

る
。
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嗣
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(
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)

C
・,署
脚
芦

ρ

・
U
島

く
臼
誹

一8
識
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山
曾

切
9
臣

巴
け§
唱
一。
郎
①
牌
9

曽

臥
巴
穿
0
8
臼
箭

句
冨
簿

建

一
九

二
三
年
、

一
四
五
頁
。
物

的
勘
定

理
論

に
動
態
的
勘
定
理
論
を
含

め
る
か
否
か
は
意
見
の
わ
か
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
勘
定
理
論
を
総
合
的
に
取
り
上
げ
た

も
の
は
極
め
て
少
な

い
。

ル

・
ク
ー
ト

ル

(一Φ
9

9
「P

≦
・)
の
研
究

も
各
種
動
態
的
勘
定
理
論
が

世
に
出
る

頃
と
時

を
同
じ
く
し
て
い
る
か
も

し
く
は
そ
れ
よ
り
少
し
早

い
時
期

に
纏

め
ら
れ

た

も

の
で
あ

る
為

に
、
動
態
的
勘
定
理
論

に
ま

で

は
論
及

し
て

い
な

い
。

ぽ

9

9
Hρ

≦

;

bロ
唐
犀
匡
犀
百
鴨
昏
8
H貯
5
(蜜
。匡
麟。・⇔貫

声

編
、
=
雪
山
ミ
黛
聾

冨
昏

牙
N
騨
蝕
。
房
鼠
嵩
§

聾

第
二
巻

ω
言
酔粛
碧
齢

一
九
二
六
年
、

一
四
六
⊥

九
八

頁
所
収

)
。
そ

こ
で
、
動
態

的
勘
定
理
論
も
出
揃

っ
た
後

の
文
献

を
参

照

し
て
み
る
と
、

シ

ェ
ー

ラ
ー

(ω
冨
霞
①
さ

雪

)

は
、
人

的
勘
定

理
論

の

ほ

か
に
財
産
計

算
を
指
向
す

る
物

的
勘
定

理
論

(岳
3

山
魯

く
の
諺

掃
窪
。。
§

匿

舅
αq

。
困
一Φ
鼠

①
誉

臼
麟。仲Φ
吋
邑

馨

一沼
竃

図
。
艮
Φ
馨
げ
8
H剛魯

)
、
成
果
計

算

を

指

向

す

る

物

的

勘

定

理

論

(9
艮

鮎
巽

卑

匡

。q
。・
掃
6
ぎ

琶
αq

o
幕

艮
響

8

日
薗
聾

或

剛吻ユ
8
冨

目
。
算
。
馨
冨
巳

窪

)
、

経
営
経
済

的
勘
定
理

論

(冨
件噌
凶。
密
鼠

陽齢。ゆ昏
養

H凶爵
①

胃
o
轟
實
爵
8
峠
繭o
)
な

る
三
種

の
勘
定
理
論
を

挙
げ

て
い
る

(ω
ゲ
需
「o
♪

即

矯

凶
§
8
簿
冨
o
「
凶魯

餌
碧

瓢
o
や
篤
ぎ
昌

甲

。
疑

=
暮

寧

N
自
H酵

一
九
五
〇
年
、

尚
、
邦
訳
と

し

て
、
安

平
昭
二
訳
、
複
式
簿

記

の
基
礎

理
論
、
中
央
経
済
社

一
九
六
九
年

が

あ

る
)
。
更

に

は
、

マ
テ

ス

(
ζ
陣
紳臣
①
。。
讐
≦

.)
は
、

人
的
勘
定

理
論
以
外

に
も
形
式
的

勘
定

理
論

(句
自
日
9。
訂
慶

。冨

菌
。
鼻
①
旨
チ
。
豊

曾

)
、

お

よ

び

物

的
勘
定
理

論

、
機

能
的
勘
定

理
論

(句
§
窪

o
岳
房
静

。
冨

因
o
導
2
幹げ
8
ユ
①
目
)
、

一
般
収
支

的
勘
定

理

論

(岳
。
伽
一一。q

①
日
虫
潟

窺
αq
緯
。
ユ
m
野
。
内
o
算
窪
静
8
瀞

雛
)

の
四
種

の
グ

ル

ー
プ

が

あ

る
と

い
う

(
竃
轟

ザ
葺

窯

.矯

切
9
霞

聾

§

撃

§
鮎

図
o
ロ
8
馨
冨
o
幕

ロ

鴇

鼠

。
r

図

編

、

慶

山
≦
α
器

H窪
葺

駐

諭

鼻
日
磨
唱
幕

器
ロ

ω
帥毎

。q翼

一
九
七
〇
年
、

三
五
四
-
三
八
〇
頁
所
収
〕
)。

こ
れ
ら
の
グ

ル
ー
プ
化
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、

「物
的
」

な
惹
概
叡

は

一
義
的
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は

「物
的
」
な
る
概
念
を
可
能
な
限
り
広
義
に
捉
え
、
動
態
的
勘
定
理
論
を
物
的
勘
定
理

論
に
含
め
る
こ
と
と
し
、
総
じ
て
人
的
勘
定
理
論
以
外

の
諸
理
論
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
す
ぺ
て
物
的
勘
定
理
論
と
看
倣
す

こ
と
と
す
る
。
勿
論
、

こ
と

の
正
否
の
判
断
は
す

べ
て
の
物
的
勘
足
理
論

の
検
討
を
侯

っ
て
あ
ら
た
め
て
な
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

(
2
)

戸
田
義
郎
、
人
的
勘
定
学
説

(神
戸
大
学
会
計
学
研
究
室
編
、
会
計
学
辞
典
、
同
文
舘

一
九

五

五
年
、

四
九

一
頁
所
収
)
四
九

一
頁
、
お
よ

び
戸
田
義
郎
、
物
的
勘
定
学
説

(神
戸
大
学
会
計
学
研
究
室
編
、
会
計
学
辞
典

〔前
掲
〕
、
八
〇
四
-
八
〇
六
頁
所
収
)
八
〇
四
頁
。

(
3
)
(4
)

畠
中
福

一
、
勘
定
学
説
研
究
、
森
山
書
店

一
九
四
九
年
、

一
五
五
頁

(括
弧
ー
奥
山
)
。

(
5
)

畠
中
福

一
、
勘
定
学
説
研
究

(前
掲
)
、
二

一
一
頁

(括
弧
-
奥
山
)
。
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(6
)

黒
嚢

授

に
よ
れ
ば
・
英
米
に
お
い
て
も
又
我
が
国

に
お
い
て
も
鑑

に
お
け
る
と
同
様
な
る
発
展
経
過
が
多
か
れ
少
か
れ
見
出
さ
れ
る
筈
で

あ
る

(黒
澤

清
・
簿
記
原
理

奮

書
竺

九
四
九
年
、
四
八
頁
注
附
記
)
。

ま
た
、
同
教
授

は
、
「
シ

ェ
マ

(
シ
、
-
了

奥
山
)
の
二
勘

定
の
原
理

(二
勘
定
理
論
を
指
す
1
奥
山
)
お
よ
び
財
産
法

の
経
理
体
系
は
、
会
計

に
関
す
る
教
科
護

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
簿
記
お
よ
び
会

計
に
お
け
る
学
習
体
委

な
が
く
支
配
し
・
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
そ

の
影
響
力
は
い
わ
ば
世
界
的
規
模
に
お
い
て
広
汎
で
あ

っ
た
」
と
さ
、途

ぺ

て
い
る

(黒
澤

清
、
会
計
学
精
理
、
税
務
経
理
協
会

一
九
八
三
年
、
序
文

一
頁
)。

(
7
)

手
許

に
あ
る
簿
記

「
教
科
書
」
の
類
に
お
け
る
袋

的
な
沼
田
教
授

の

「
簿
記
教
科
書
」
に
お
い
て
も
ま
た
然
り
。
沼
田
嘉
穂
、
簿
記
教
科
書

(十
訂
版
)
、
同
文
舘

一
九
七
八
年
、
三
三
頁
。
そ

の
外
に
も
枚
挙

に
い
と
ま
が
な

い
。

(
8
)

沼
田
教
授
は
以
下
の
如
途

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヲ

メ
リ
ヵ

・
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
は
霧

性
を

重
視
し
て

学
問
を
論
じ
、
.」
の
た
め
複

式
簿
記
の
科
学
性
付
与

の
ご
と
き
は
余
り
興
味
が
な
く
、
努
力
が
払
わ
れ
な
か

っ
た
。
勿
論
、
彼
等

の
間
に
も
貸
借
記
入
原
則
の
解
釈
法
は
い
ろ
い

ろ
あ

っ
た
け
れ
ど
も
・
そ
れ
ら
は
概
ね
複
式
簿
記

の
教
育
的
導
入
法
を
目
的
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
。
然
る
に
ド
イ
ツ
の
学
者

は
理
論
を
重
視
す
る
た

め
、
複
式
簿
記

の
科
学
性
付
与
が
問
題
と
な
り
、

こ
れ
に
努
力
が
払
わ
れ
た
。
よ

っ
て
、
勘
定
学
説

の
中
心
地
は
ド
イ
ツ
の
簿
記
学
者

に
あ

っ
た
も

の
と
見
て
よ
い

(原
文

の
ま
ま
引
用
-
奥
山
)
」
(沼
田
嘉
穂
、
簿
記
論
攻
、
中
央
経
済
社

一
九
五

一
年
、
三

一
-
三
二
頁
)
。

(
9
)

沼
田
教
授
に
よ
れ
ば
、
シ

f

ア
理
論
が

「
ア
メ
リ

ヵ

に
も
紹
介
さ
れ
、
同
国
の
簿
記
震

者

ハ
ヅ
ト
フ
ィ
ル

ド

(国
麟臨
。拝

焉

)
な

ど

の
著
書
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
有
名
な

事
実

で
あ

る
」
(沼
田
嘉
穂
、
簿
記
論
攻

(前
掲
)、
三
六
頁
)。
ま
た
、
黒
澤
教
授
も
同
様
に

「
ハ

ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
・

シ
ェ
ア
ー

(
シ

ェ
ー
ア
ー
奥
山
)
理
論
の
ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
祖
述
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う

(黒
澤

清
、
簿

記
原
理

(前
掲
)、
四
八
頁
注
附
記
)
。

(
10
)

高
松
和
男
、
簿
記
の
対
象
と
し
て
の
取
引

(簿
記
、
第

一
〇
巻
第
四
号
、
八
一
了
八
六
頁
所
収
)
、
八
三
頁
。

(
11
)

高
松
和
男
、
簿
記

の
対
象
と
し
て
の
取
引

(前
掲
誌
所
収
)
、
八
二
頁
。

(
12
)

ω
9

貰

旨
7

窪

9

匡

け§

αq
5

αq

しロ
一ぎ

国

騎。
誌

鼠

H警

訂

窪

。げ
①
び

§

げ
轡諄

冨

同

琶

山

日
餌
臣
。
日
ロ
ユ
。陰9
。
門
O
昌
琶

騨
・、
。

鴇
帰
}
ロ
凶一。。一①
旨
・
落

。
,

幕

霞
ρ

郎

島

。
§

目

α

ω
酔践

①
鴎①
巳

Φ

飢
臼

勺
H
ぎ

酔乱

H
§

げ
餌
{琶

①
訂
①

冒
崔

〉
酔

ぎ

σq
呂

自
冨

H
嬉
切
出
碧

N
〈
㊥
『。自。
三
。
一。
樋唇

頓
象

§

幽

遣
↓
。
器

「
§

α・
O
。
匡
。
,

三
蓄

#
琶

四

§

阜

ω
出
き

N、.
(以

下

、

切
琶

年

箋

§

頒

巨

畠

じu
ロ
魯

国
と

示
す

)

第

二

版

守

感

口

一
九

一
四

年

、

<
。
同
日
。
.紳
五
頁

、

お

よ

び

穿

。
臣

9。
,

犀
§

σQ
巨

山

切d
繭げ
自

第

五

版

浮

臣

ロ

一
九

二

二
年

く
自
き

H
二

二
頁

。

(尚

、

邦

訳

と

し

て
林

良

吉

訳
、

会

計

及

び

貸

借

対

照

表

、

同

文

舘

一
九

二

七
年

・
お

よ

び
林

良

治

訳

、

シ

ェ
ア

ー
簿

記

会

計

学

(
上

下

巻

)
新

東

洋

出

版

社

一
九

七

六
年

が

あ

る

。
)
周

知

の
如

く

、

シ

ェ
ー

ア

の
簿

記

.

会

計

分

野

の
主

著

しu
暮
耳

巴
什琶

σq

§

山

口u
一冨
嵩

は
、

最

初

に

田

託
酵

円募

佃

ぎ

山
島

芝

窃
Φ
昌

匹
。
同

山
o
も
冨

犀
①
ロ

ロσ
ロ
魯
ゴ
m
寄
5
αq

動
ロ
{

惹

鳥
。・爵

ロ
{臣

,
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9
。
残

§
α

目
髄
夢
。
日
9・
謡
。。
畠
①
同

9
崖
"亀
認
。
な

る
表
題

の
下
、
公
刊
さ
れ

た
小

冊
子

の
内
容

を

大
改

訂

の
後
、

一
九

一
四
年

に

穿

げ
匿

犀
§
筑
琶

臨

切
出
、口
国
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
を
以
て
始
ま
り
、

一
九
二
二
年
の
第
五
版
を
以
て
終
わ
る
。
し
た
が

っ
て
、
実
質
的
に
は

一
九

一
四
年
版

こ
そ
が

望
。霞
餌胃
§

αq
唇
畠
切σ
臨
§

の
初
版
と
麿
倣
さ
れ
得
る
。

こ
の

一
九

一
四
年
版
と

一
九
二
二
年

(最
新
)
版
と
の
間
に
は
、
そ

の
内
容

に
つ
い
て
の

相
違
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
後
者
は
前
者

の
内
容
の
す
べ
て

(ご
く

一
部
に
変
更
が
あ
る
も

の
の
)
と
加
筆
部
分
と
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下

に
お
い
て
は
各
版
に
固
有

の
内
容
に
つ
い
て
の
引
用
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
の
み
当
該
版
か
ら

の
引
用

の
旨
を
示
す
こ
と
と
し
・
各
版
に
共
通
の
内

容

の
引
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を

一
九
二
二
年

(最
新
)
版
か
ら
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。

(
13
)

影

伽
お

}
・句
ご

切
自
げ
冨

潔
琶
αq
§
伍

切
ま
自

第
五
版

(前
掲
)
、
<
。
暑

。
溝

四
頁
。

(
14
)

學

貰

ト
即

"
望

昏
訂

犀
彗
。Q
8

山
¢σ
出
磐
国
第

五
版

(
前
掲
)
、

二

二
頁
。

(
15
)

曾

密

訓

桐
・閃
・・
切
目
静

冨

岸
彗

αq
§

脳

切
出
磐

国
第

五

版

(前

掲

)
、

四

頁

。

(
16
)
(
17
)

Qo
。冨

。
器
矧u
即

讐
尻
8

紳。
馨
幕

。
H一魯

山
醇

&

や
需

一紳。犀

切
暮
亭

鋒

巨

σq

(
前

掲

)
、

六

六

頁

。

(
18
)

摯

ぽ

窪
。
凝

男

鴇
図
。
鼻
窪

餅
8

H
剛窪

儒
輿

α
。
箸

①
一冨
譜

切
醇

巴
ぎ

濃

(前

掲

)
、

七

二

頁

。

(
19

)

留

竃

費
。
H
噂
聞
こ

閑
。
算
①
韓
竃

。
門ぎ

号

H
山
。
唱

Φ
一辞8

穿

夢

巴
峠§

。q

(前

掲

)
、

七

七

頁

。

(20
)
(21
)

欝
寓
♪

ト
炉

切
¢
。導
聾

目
αq
5
山
じロ
薫
爵

第
五
版

(前
掲
)、
<
。ヨ

。
ヰ

四
頁
。

(22
)

「
シ

ェ
ア
ー

(シ

ェ
ー
ア
ー
奥
山
)
会
計
学
の
体
系
は
財
務
会
計
論
、
管
理
会
計
論
お

よ
び
法
会
計
論
な
ど
の
ひ
ろ
い
範
囲
を
包
含
し
・
け

っ

し
て
勘
定
学
説
史
上
に
お
い
て
だ
け
位
置
づ
け
ら
れ
る
ご
と
き

小

さ
な
存
在

で
は

な
い
。
」

シ

ェ
ー
ア
の
簿
記
理
論
は

「単
に
勘
定
学
説
と
い
う

よ
り
は
、
シ

ェ
ア
ー

(
シ

ェ
ー
ア
ー
奥
山
)
会
計
学

の
全
体
系
を
貫
く
論
理
的
紐
帯

の
機
能
を
受
け

も

つ
も
の
と

い
う

ぺ
き

で
あ
る
。
」

黒
澤

清
、

会
計

学
精
理

(前
掲
)
、
三
〇

一
頁
。
き
わ
め
て
大
き
な
理
論
体
系
に
お
い
て
右

の
如
き

位
置
づ
け

の
な
さ
れ
て
い
る
シ

ェ
ー
ア
簿
記
理
論
、
厳
密

に
は

シ
ェ
ー
ア
物
的
勘
定
理
論

の
全
貌
を
我

々
は
、
以
下

の
諸
文
献

・
雑
誌
論
文
か
ら
明
ら
か
に
す
る
他
は
な

い
。

〔
昌

く
①
H吻俘
。げ

①
ぎ
霞

三

器
Φ
話
昏
角
完
ぎ
げ
魯

磨d
o
罫
日
巳
§
αq
恥
項

穿

客

伽
#
§

ゆq
噂
臣
器
一

一
八
九
〇
年

。

㊥

野

6
客

巴
琶

帽

巨
匡

bσ
鵠
書

第

二
版

(前
掲
)
、

お
よ
び
第

五
版

(前
掲
)
。

〔
。。
〕

留
冨

村。。
5
①
器
。。
酔¢
O
。
匿

三
〇
瓢
鮎
碧

望

酵

匹
欝

帽

(
N
鉱
蔓

沖

{貯

ロロ
匿
ゲ
冨
犀
慧

。q
"
第

一
五
巻

第
三
号

一
九
〇
六
年
、

五
四
-
五
七
頁
所

収

)
。

〔
凸

N
葺

く
①
犀
Φ
崖

αq
§

o亀

山
興

N
ミ
Φ
詩
o
導

。
三
げ
①
鼠

。

(浴

搾
珍

H弾

露
『
bσ
琶
鐸

弾

§

αq
"
第

一
六
巻

第

一
号

一
九

〇

七

年

、

一
-
九

頁
所

収
)
。

〔
呂

℃
。
一6
鼠

零
7
①
。。
自
冨

門
島
⇔

切σ
碧
年

聾

目

α。
切
爵
8

H
♂

(圏

冨

。即

峯

rh騨

og
g
喜

毘

屋

㈹
博
第

一
六
巻

第

=

号

一
九

〇

七

年

、

二

四

八
-
二
五

三
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頁
所
収
)
。

〔
①
〕

田
艮
穿

同
巨
㎎
貯

駐

≦

①
。・。
・
蜀

山
8
旦

§

響

。穿

巴
言

⑳
艮

鼠

器

。訂

窪

。
げ
霞

琶
鮎
目
帥
蓄

§

茨
。冨

門
O
門巨
山
直

。
漆
『
ゴ
αq
①
巳
。
口
門。

唇

畠
磐

山
禽
①

αq
。
匡

号
8

目
①
。
ず
巳
箒
H

(包
舞
窪
。
§

げ
巳
。。。冨

N
。
騨

。訂
弾
噛
第
四

六
号

一
九

一
〇
年
、

一
一
五
八
-
=

六
二
頁
、

お
よ
び
第

四

七
号

一
九

一
〇
年
、

一

一
八
四
⊥

一
八

八
頁
所

収
)
。

〔己

ヨ

基

。訂

窪

。冨

目

山

日
彗

・
欝

蕃

。冨

曽
α・
司
口
巳

巨
α・

山
角

N
竃

ぎ

幕

尋

§

凶ρ

(
浴
富

。貯
岸

欝

臣

監

Φ
『
ミ
誇
§

鼻
餌
津

目

山
=
彗
,

山
①
『
唱
残

グ

第

二

巻

第

一
〇

号

一
九

一
〇

年

、

三

四

三

⊥
二
四

六

頁

、

お

よ

び
第

二

巻

第

一

一
号

一
九

一
〇

年

、

三

七

五

⊥
二
八

五
頁

所

収

)
。

〔o。
〕

2
窪
窃

帥
窃

牙
目

O
㊦
甑
①
8

山
霞

。。
遂
$
日
動
萄

畠
魯

uロ
ロ
。与

自。
開
§

σQ
圃
(N
①
一窪
。
畔

鼻

窪
吋
国
m
銭

①
一。。乱

。。。。①
昌
。。
。訂

沖

巨

山

国
伽
ロ
山
。
一琶
同伽
図
頃m
・
第

九

巻

第

一
号

一
九

一
六

年

、

マ

九

頁

所

収

)
。

〔
㊤
〕

蛍

。

∪
「9

団
o
旨

害

号
H
N
毛
鉱
犀
。
暮
窪

臣
8
H
陣ρ

(
浴

津
。・
。ぼ

峯

密
門
鵠
壁

締

一。。毛
凶。。。。。
湧

。
訂

津

日
凱

鵠
嘗
号

一。・唱
曳

ジ

第

九

巻

第

五

号

一
九

一

六
年

、

一
〇

五

-
一

一
〇

頁

、

お

よ

び

第

九

巻

第

六
号

一
九

一
六

年

、

一
二

八

-
一
三

三

頁

、

第

九

巻

第

七
号

一
九

一
六
年

、

一
五

八
⊥

六

一

頁

所

収

)
。

ロ
o
〕

罫

ぎ

舞

毒
傷
誤

8
ユ
。
牙

□

網
。・什①
冨

齢
…。・。冨
・

響

。げ
琶

§

α・
巳

仲
ざ

駐
。冨

・
望

日
①
蒔
辱
⑳
8

農

康
諜
酵

目§
σ・
一昌

島
。
じσ
琶
導

"
犀
身
σq

窪
{
O
H
自
ユ
ユ
臼

↓
冨

鼠

。
<
。
コ

軍
3

0σ
邑

①
琶

国
ヨ

§

岱
U
H
・
嘗

三

噂
(ω
鼻
毒

幕

蔚

。冨

冨
注

Φ
『
乱

。・。・
Φ
蕊
。ご

雲

。
冨

N
Φ
団$
。
ゴ
ま
計

第

一
〇

巻
第

九
号

一
九

一
六
年

、
二
〇

一
-
二
〇
九
頁
、

お
よ
び
第

一
〇
巻
第

一
〇
号

一
九

一
六
年
、

二
三
三
-
二
四

一
頁

所
収
)
。

こ
こ
で
は
、

シ

ェ
1
ア
理
論

の
発
展
経
過

を

辿

る

(例
え
ば
、
安

平
昭

二
、
旨

搾

シ

ェ
ア

ー
の
勘
定
理
論

〔會
計

第

一
一
〇
巻

第

二
号

一
九

七

六
年

、
二
三
二
-
二
四
八
頁
所
収
〕
。
そ

こ
で
は
前
期

・
中
期

・
後
期

な

る

段
階
毎

の
主
張

内
容

の
検
討

が

な

さ
れ

て
い
る
が

如
き
)

こ
と

で
は

な
く

、
し
た
が

っ
て
専

ら
各
段
階
毎

の
主

張
内
容

の
相
違

に
着

目
す

る
と

い
う
観
点

で
は
な
く

、
寧

ろ
各
段
階
を
通

じ

て

一
貫
し

て
い
る
、

シ

ェ
ー

ア
理
論

の
根
幹
を
成

す
と

考
え
ら
れ
得

る
主
張

に
着
眼
す

る
と

い
う
観
点

か
ら

こ
れ
ら

の
も

の

へ
の
検
討
が
な
さ
れ

な
ば
な
る
ま

い
。

何
と
な

れ
ば
、

そ

の
こ
と

に
よ

っ
て
、
初

め
て

シ

ェ
ー

ア
勘
定
理
論

の
全

容
が
明
ら

か
と

な
る
筈
な

の
で
あ

る

か
ら
。

一
一

複
式
簿
記
の
記
録
対
象

シ

ェ
ー

ア
は
、
自

分

の
理
論
を

構
築

す

る

に
際

し
、

(
1

)

「
事

実
そ

の
も

の
を

見

よ
う
」

と
す

る
。

こ

の
事
実
と

は
彼

に
よ
れ
ば

、
営

利

・
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非
営
利
を
問
わ
ず
、
更

に
は
個
人

・
企
業
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
様
式

の
経
済
体

に
お
い
て
現
実
に
営
ま
れ
て
い
る
経
済
事
象
そ
れ
自
体

　
　

　

で
あ
る
。
為

に
、
彼
が
自
分

の
理
論

に
つ
い
て

コ

一勘
定
理
論
ー

物
的
勘
定
理
論
と
も
呼
ば
れ
る
ー

は
、
簿
記

に
と

っ
て
基
礎
と
な

る
経
済
嚢

の
性
質

お
よ
び
そ

の
計
算
上

の
表
示
に
の
み
も
と
つ

い
て

い
輩

と

い
う
と
す
れ
ば
・

こ
こ
で
は
彼

の
理
論

の
出
発
点
と
も

い
う
ぺ
き
経
済
事
象

の
性
質

お
よ
び
そ

の
計
算
上
の
表
示
に
先
ず
目
を
向
け
ね
ば
な
る
ま

い
。
彼

に
よ
れ
ば
簿
記
は
、
経
済
体

の
す

べ
て

の
出
来
事
を
表
示
す
る
に
は
及
ば
ず
、
そ
の
記
録
対
象
の
範
囲
は
、
計
算
上
表
示
可
能
な
事
実
に
限
ら
れ
て
鹿

・
更
に
彼
は
・
薄

記

　
う
　

記
録

は
経
済
体

の
歴
史
記
録

の

一
部
分
に
す
ぎ
な

い
L
と
言
う
。

こ
の
限

り

に

お

い
て
、
「
簿
記
は
経
済
体

の
歴
史
記
録

の

一
方
法

で
あ

灘

と
い
い
得
る
・
こ
こ
に
い
う
経
蒙

の
歴
史
記
録
と
縫

に
よ
れ
ぽ
・
経
済
体
箋

生
し
た
対
内
外
的
経
華

蓼

あ

っ
て
・
尚
か

つ

「財
の
価
値
お
よ
び
量
に
よ
っ
薮

値
に
て
測
定
可
態

変
襲

の
記
録
に
他
な
ら
ぬ
・
と
す
れ
ば
・
簿
記
の
記
録
対
繧

衰

整

て
測
定
可
能
な
変
動
を
も
た
ら
す
経
済
事
象

に
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
な
る
。
彼

に
あ

っ
て
、
「
測
定
可
能

な

数
値

に
て
計
算
上
把
握

さ
れ
得
ぬ
す
ぺ
て
の
対
内

・
外
嚢

簿

記
の
対
象
で
は
な
匝

の
で
あ
る
・
し
た
が

っ
て
薮

値
に
て
測
寄

態

計
算
上
把
握
さ
れ

得
る
経
済
事
象

の
み
が
簿
記

の
記
録
対
象

で
あ

る
と
彼
は
考
え
て

い
る
の
で
あ

る
。

右

に
述

べ
た
如
く
、
シ

ェ
ー
ア
が
複
式
簿
記
の
記
録
対
象
と
看
徹

し
て

い
る
経
済
事
象

に
つ
い
て
、
彼

は

「
す

ぺ
て
の
経
済
上

の
事
象

は
、

お
　

以
下

の
二

つ
の
対
立

に
よ

っ
て
計
算
上
表
わ
さ
れ
得
る
」
と

い
う
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に

「
財
産
部
分

の
増
加

は
、
他

の
財
産
部
分

の
減

少
ま
た
は
資
本
の
増
加
と
対
立
匙

・」
第
二
に
、
「
財
産
部
分
の
減
少
は
・
他
の
財
産
部
分
の
増
袈

た
婆

本
の
減
少
と
対
立
毒

」

し
た
が

っ
て
、
彼

に
よ
れ
ば
複
式
簿
記

の
記
録
対
象
と
な
る
経
済
事
象

に
お
い
て
斯
か
る
二
組

の
対
立

の
い
ず
れ
か

一
方

の
対
立
が
常

に

観
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
、
各
経
済
事
象

に
右

の
如
き
対
立
を
見
出
す
と
こ
ろ
に
既
に
彼

の
理
論
の
特
徴
が
顕
現
し
て
い
る

こ
と

に
我

々
は
留
意
す

ぺ
き

で
あ

る
。
本
来
、
勘
定
理
論
が
如
何
な

る
観
点

に
立
脚
す

る
も

の
で
あ
ろ
う
と
も
、
複
式
簿
記
が
記
録

の
対

象

と
す

る
経
済
事
象

は
、
動
か
し
難

い
唯

一
の
厳
然
た
る
事
実

に
他
な
ら
ぬ
。
た
だ
、
そ

の
事
実
に

つ
い
て
の
観
方
如
何

に
よ

っ
て
各
種
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の
勘
定
理
論
が
生
ず
る
に
過
ぎ
ぬ
筈

で
あ

る
。
そ
し
て
、
彼

に
あ

っ
て
は
、

経
済
事
象

に
お
い
て
財
産
、
資
本
な
る
も

の
の
増
加

・
減
少

が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、

先
の
指
摘
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
、
そ

の
よ
う
な
も

の

の
増
減
変
動
が

計
算

(会
計
)
上
把
握
さ
れ

て
い
る
と
観
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
財
産

・
資
本

の
増
減
変
動

が

記
録

(簿
記
)
上
表
わ
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
と
言

い

(
13

)

得
る
。

こ
こ
に
到

っ
て
、
複
式
簿
記

の
記
録
対
象
は
、
具
体
的

に
は
財
産

・
資
本
そ
れ
自
体

の
増
減
変
動
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

〈
二
注

〉

(
1
)

ω
鋒

賀

9
国
;

ロd
ロ
。
臣

巴
件巨

σq

q
ロ
鮎

切
誹

冒

第

五

版

(前

掲

)
、

二
頁

。

(
2

)

津

冨

斜

ト
圏

"
ロu
唐
ず
訂

ぎ

5
αq

毒

山

bu
繭ド
自

第

五
版

(前

掲

)
、

一
-
二

頁

。

(
3
)

留

寓

計

セ
,

"
じコ
蓉
穿

葺

§

臓

毒

鮎

ロu
ぽ

言

第

五
版

(
前

掲

)
、

四

六

頁

。

(
4

)
(
5
)
(
6

×

7
)
(
8
×

9

)

ω
。
ゲ
貰

旨
7

じσ
弩
藍

巴
菖

α・

§

山

じロ
一ぎ

国
第

五
版

(
前

掲

)
、

五

頁

。

(
10
)

ω
島
帥
が

旨
男

"
じσ
蓉
げ
訂

#
暮
σq
巷
・山
国
一磐
N
第

五
版

(前
掲
)
、
二
〇
頁

(括

弧
ー
奥
山
)
。

(
11
)
(
12
)

oo
。訂

斜

旨
男

矯
じσ
ロ
。
穿

巴
#
5
σq
'5
山
じσ
凶貯
言

第
五
版

(
前
掲
)
、

二
〇
頁
。

(
13
)

複

式
簿
記

の
記
録

対
象

を

「
取
引
」
と
看

倣
し
、
更

に
こ
の

「
取
引
」
が
必
ず
借

方
要

素
と
貸
方
要

素
と

の
二

つ
の
要
素

か
ら
成

立
し
て

い
る

と
観
る
と
す
る
通
説
的
見
解
に
ー

当
否
は
問
わ
ぬ
こ
と
と
し
て
-

即
し
て
考
え

る
な
ら
ば
、
「取
引
要
素
の
記
録
と
は
、
そ
の
よ
う
な

(通
説

に
よ
れ
ば

「取
引
」
に
よ

っ
て
増
減

・
発
生
し
た
)
資
産
負
債
等
そ
れ
自
体

の
記
録
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
取
引
要
素
と
は
、
増
減
し
た
資
産

・
負

債
等
そ
れ
自
体
と
考
え
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。
」
吉
田

威
、
複
式
簿
記
記
録

の
意
味

(商
経
論
叢

〔神
奈
川
大
学
〕
第
九
巻
第
二
号

一
九
七
三
年
、

一
ー九
四
頁
所
収
)
一
一〇
ー
二

一
頁
。

三

複
式
簿
記
の
勘
定
体
系

複
式
簿
記
の
記
録
対
象
を
具
体
的
に
は
右

の
如
き
も
の
で
あ
る
と
看
倣
す
こ
と
、
別
言
す
れ
ば
経
済
事
象
を
財
産

・
資
本
の
増
減
変
動
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狛

と

い
う
観
点
か
ら
把
握
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
複
式
簿
記
記
録
と

の
関
わ
り
に
お
い
て
、
そ
の
表
示
は
如
何
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
と
な
る

の
で
あ

ろ
う
か
。

(
1

)

シ

ェ
ー
ア
に

よ
れ

ば
、

「
(具
体
的
)
記
帳
項
目

の
形
態

に
て
把
握
さ
れ
た
経
済
事
象
を
勘
定
形
式
に
よ

っ
て
示
す
」
為

に
は
、
消
極
的

(
2
)

な
財
産
部
分
が
財
産
勘
定

の
貸
方

に
記
録
さ
れ
、
積
極
的
な
財
産
部
分
が
財
産
勘
定

の
借
方

に
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
更

に
、
そ
の

(3

)

為

に
資
本
勘
定

の
貸
方

に
は
積
極
的
な
大

い
さ
た
る
資
本
が
記
録
さ
れ
、
そ

の
借
方

に
は
減
少
し
た
資
本
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

(
4

)

(
5
)

こ
の
こ
と

か
ら
、
「
財
産
勘
定

の
借
方
は
増
加

を
意
味
し
」
、
ま
た

「
財
産
勘
定

の
貸
方

は
減
少
を
意
味
し
て
い
る
」

こ
と
、
更
に

は

「
資

(
6

)

(7

)

本
勘
定

の
借
方
は
減
少
を
意
味

し
」
ま

た

「
資
本
勘
定

の
貸
方

は
増
加
を
意
味
し
て
い
る
」

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

し
た
が

っ
て
、
勘

定

口
座

へ
の
記
録
方
法
を
手
掛

か
り
と
す

る
な
ら
ば
、

シ

ェ
ー

ア

の

い
う
如

く

「
財
産
勘
定

の
借
方

(増
加
)
は
資
本
勘
定

の
貸
方

(増

(
8

)

(9

)

加
)
と
対
立

し
」
、
「
財
産
勘
定

の
貸
方

(減
少
)
は
資
本
勘
定

の
借
方

(減
少
)
と

対
立
し
て
い
る
」
と

い
い
得
る
。
か
く

て
、

こ
こ
に
相

対
立
す
る
二
つ
の
記
入
規
則
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
財
産

の
増
加
を
財
産
勘
定
の
借
方

に
、
そ

の
減
少
を
そ

の
貸
方

に
記
入
す

る
と

い
う
記
入
規
則
と
、
資
本

の
増
加
を
資
本
勘
定

の
貸
方

に
、
そ

の
減
少
を
そ
の
借
方

に
記
入
す

る
と
い
う
記
入
規
則
と

の
二

つ
で
あ

る
。こ

こ
で
注
意
す
べ
き

は
、
右

に
い
う
財
産
勘
定

お
よ
び
資
本
勘
定
が

一
つ
の
勘
定

口
座
と

し

て

の
統

一
的
財
産
勘
定

(①ぎ

凶屋

白
墓
甲

(
10

)

蓼

臼
自
$

瀬

。・芭

ら
冨
ロ
8
噂
9
艮

簿

一繭9
霧

閏
婁

魯
鼻
8
8
)

お

よ
び

統

一
的

資

本

勘

定

(。
貯

凶
顛

唐
目
魯

露

巳
$

欝

鷲
邑

犀
8

ε
・
。
貯

げ
。
幽島
駐

(
11

)

国
骨

競

ぎ
暑

"
晋

。・匿

屋

翫
艮

。・・
昏

艮

巴
ぎ
具
。
)
と

し

て
そ
れ
ぞ

れ
考
え

ら
れ

て
い

る

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

に

つ
き
、

シ

ェ
ー

ア
は

(
12

)

次

の
如
く
言
う
。

経
済
体

に
属
す

る
積
極

お
よ
び
消
極
財
産
構
成
部
分
を
如
何

に
区
分
す
る
か
と

い
う

こ
と
、
あ

る
い
は
正
味
財
産

の
当

初

の
大

い
さ

の
た
め
の
資
本
勘
定
も
し
く

は
資
本

の
増
加

・
減
少

の
た
め
の

一
つ
あ

る
い
は
そ
れ
以
上

の
勘
定

へ
の
資
本
勘
定

の
区
分
は
、

(13

)

簿
記
体
系

の
理
解

に
と

っ
て
は
副
次
的
な

こ
と

で
あ

る
と
。
確
か

に
シ

ェ
ー
ア
の
指
摘
す

る
如
く
、
下
位

の
具
体
的
勘
定

口
座

の
種
類
は
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多
分
に
企
業
形
態

・
規
馨

援

蓉

て
い
る
・
例
え
ぽ
財
産
勘
定
に
つ
い
て
は

「
企
業
に
お
い
て
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
財
形
態
を
勘
定
上

(
15

)

に
記
録

し
得

る
に
必
要
な
数

の
財
産
勘
定
が
開
設
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

の
で
は
あ

る
が
、
具
体
的

に
実
際

に
如
何
な
る
勘
定
が
開
設
さ
れ

て
い
る
の
か
は
と
も
か
く
、
問
題
は
先

の
如
く
考
え

る
こ
と

に
よ

っ
て
明
ら

か
と
な

っ
た
二

つ
の
法
則
化
さ
れ
た
記
入
規

則
が

「
統

一
的

(16

)

財
産
勘
定

・
資
本
勘
定
か
ら
派
生
す

る
下
位
勘
定
」

に
お
け
る
現
実

の
個
別
的

・
具
体
的
記

入
規
則
と
合
致
す

る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と

に
在

る
。
何
と
な
れ
ば
、
も
し
前
掲

二

つ
の
法
則
化
さ
れ

た
記

入
規
則
が
下
位
勘
定

に
お
け
る
現
実

の
個
別
的

・
具
体
的
記
入
規
則
と
合

ヘ

ヘ

へ

致
し
な

い
時

に
は
、

シ

ェ
ー
ア
の
示
し
た
二

つ
の
統

一
的
勘
定
お
よ
び
そ

こ
に
な
さ
れ

て
い
る
記
入
規
則

の
法
則
化
が
現
実

の
説
明
と
し

て
は
不
充
分

で
あ

る
こ
と
、
要
す

る
に
統

一
の
仕
方

に
は
再
考

の
余
地
の
在

る
こ
と
が
明
白
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。

既

に
明
ら
か
な
如
く
、
財
産
勘
定

に
お
い
て
は
財
産

の
増
加
が
借
方

に
、
そ

の
減
少
が
貸
方

に
記
録
さ
れ
、

こ
れ
と
同
様

に

「
各
個

の

(
17

)

財
産
勘
定

に
お
い
て
借
方

に
は
積
極
的

(加
算
的
)
財
産
部
分
、
貸
方

に
は
消
極
的

(減
算
的
)
財
産
部
分
」
が
そ
れ
ぞ
れ
記
録
さ
れ

る
こ

と
と
な
る
。

し
た
が

っ
て
、
財
産
勘
定

の
下
位
勘
定
た
る
個

々
の
諸
財
産
勘
定

の
借
方

に
は
積
極
的
部
分

の
増
加
が
あ
る
い
は
こ
れ
と
同

ヘ

へ

一
の
も

の
す
な
わ
ち
消
極
的
部
分

の
減
少
が
記
録
さ
れ
、

こ
れ

に
対
し
て
そ
の
貸
方

に
は
積
極
的
財
産
部
分

の
減
少
あ
る

い
は
こ
れ
と
同

、

、

(
18

)

一
の
も

の
、
す
な
わ
ち
消
極
的
部
分

の
増
加
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
か
く

て
、

シ

ェ
ー
ア
に
あ

っ
て
積
極
的
部
分

の
増
加
と
消
極

的
部
分
の
減
少
、
積
極
的
部
分

の
減
少
と
消
極
的
部
分

の
増
加

は
符
号

の
転
換

に
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
同

一
視

さ
れ

て
お
り
、

シ

ェ
1
ラ
ー

(
19

)

(ω
。『
§

8

に
よ
れ

ば

ヒ

ュ
ー

ク
リ

(霞

頓
F

国
・)
同
様

の
簿
記
技
術
的
技
巧

に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
は
統

一
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で

あ

る
。

次

に
、
資
本
勘
定

に
お
い
て
は
資
本

の
増
加
が
貸
方

に
、
そ
の
減
少
が
借
方

に
記
録
さ
れ
る
の
と
同
様

に

「
資
本
勘
定
か
ら
派
生

し
た

下
位
勘
定
、

た
と
え
ば
正
味
財
産

の
増
加

・
減
少

の
た
め

の
勘
定
お
よ
び
損
益
勘
定
と
そ

の
下
位
勘
定

の
如
き
勘
定

に
お
い
て
、
積
極
的

(
20

)

な
大

い
さ
と
し
て
定
め
ら
れ
た
正
味
財
産

お
よ
び
計
算
上
確
定
さ
れ
た
そ

の
増
加

(
利
益
)
が
常

に
貸
方

に
」
記
録
さ
れ
、
「
こ
れ

に
対
し
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て
財
産
部
分

の
減
少
か
ら
計
算
上
確
定

さ

れ

た
正
味
財
産

の
減
少

(損
失
)
が
借
議

L
記
録
さ
れ

る
こ
と
と
な

る
・

し
た
が

っ
て
・
資

本
勘
定

の
下
位
勘
定
た
る
個

々
の
諸
資
本
勘
定

(個
々
の
損
益
勘
定
を
含
む
)
の
貸
方

に
は
積
極
的
部
分

お
よ
び
そ

の
増
加
、
あ

る
い
は
こ

ヘ

へ

れ
と
同

一
の
も

の
、
す
な
わ
ち
消
極
的
部
分
の
減
少
が
記
録
さ
れ
、

こ
れ

に
対

し
て
そ

の
借
方

に
は
積
極
的
部
分

の
減
少
あ

る
い
は
こ
れ

ヘ

へ

と
同

一
の
も

の
す
な
わ
ち
消
極
的
部
分

の
増
加
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

か
く

て
、

シ

ェ
ー
ア
に
あ

っ
て
資
本

の
積
極
的
部
分

(元
始
正
味
財
産
部
分
と
利
益
部
分
と
か
ら
成
る
)
の
増
加

と

そ

の
消
極
的
部
分

(損

失
部
分
)
の
減
少
、
そ

の
積
極
的
部
分

の
減
少
と
消
極
的
部
分

の
増
加

は
、
符
号

の
転
換

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同

一
視
さ
れ

て
お
り
、
財
産

勘
定

の
解
釈
と
同
様
、
そ
れ
ら
は
統

一
的

に
理
解
さ
れ

て
い

る

の
で

あ

る
。
総
じ
て
、

シ

ェ
ー
ア
は
、
「
資
産

・
負
債
勘
定

に
積
極

・
消

極

の
相
違

は
あ

っ
て
も
、
財
産
勘
定
な
る
共
通

の
特
徴
を
、
収
益

・
費
用
勘
定
に
は
資
本
勘
定
と

の
共
通
性
を
そ
れ
ぞ
れ
認
め
る
の
で
あ

(
22

)

る
。
」

以
上

の
検
討
か
ら
、
前
掲

の
法
則
化
さ
れ

た
二

つ
の
記

入
規
則
が
簿
記
技
術
的
技
巧
を
駆
使
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
二
つ
の
統

一
的
勘
定

に
属
す

る
そ
れ
ぞ
れ

の
下
位
勘
定

に
お
け
る
個
別
的

・
具
体
的
記
入
規
則
と
合
致

し
て
い
る
と
看
倣
し
得

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。
し

た
が

っ
て
、
我
々
は
シ

鵡
ー
ア
と
と
も
に
、
「
統

一
的
勘
定
と

し
て
の
財
産
勘
定

を

種

々
の
勘
定

に
区
分
し
て
も

そ

の
特
質

は
変
わ
ら
な

(
%

)

(
24

)

い
」
と

い
い
得

る
。
更

に
は
、
「
こ
の
こ
と
は
資
本
勘
定

に
も
当
て
嵌
ま
る
」
と
も
。
と

す

れ

ば
、

シ

ェ
ー
ア
の
如
き

二
つ
の
統

一
的
勘

定

の
措
定

は
現
実

の
説
明

に
と

っ
て
充
分

で
あ

る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
こ
と
と
な

る
。

こ
れ

ま
で
の
検
討
か
ら
、
諸
経
済
事
象

に
み
ら
れ

る
増
減
変
動
を
財
産
構
成
部
分

へ
の
も

の
お
よ
び
資
本

へ
の
も

の
と

い
う
二

つ
の
も

の
に
纒

め
て
観
察
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の
よ
う
な
増
減
変
動

の
個
別
的

・
具
体
的
記
録
場
所
た
る
諸
個
別
勘
定

の
上
位

に
統

一
的
財

産
勘
定
と
統

一
的
資
本
勘
定
と

の
二

つ
の
勘
定

の
存
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

こ
の
こ
と

は
、

シ
笛
ー
ア
に
よ

っ
て
措
定
さ
れ

た
二

つ
の
統

一
的
勘
定
と
実
際
に
開
設
さ
れ

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
下
位
勘
定
と

の
整
合
性

具
体
的

に
は
二

つ
の
統

一
的
勘
定

に
お
け
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る
各
記

入
規
則
が
現
実

の
個
別
的

・
具
体
的
下
位
勘
定

に
お
け
る
諸
記
入
規
則
と
合
致

し
て
い
る
と
看
倣

し
得
る
こ
と
ー

の
確
認
に
ょ

っ
て
初

め
て
明
ら
か
と
な

る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
二

つ

の
統

一
的
勘
定

の
措
定
な

る
新
た
な
着
想

に
よ
り
、
「
す
べ
て
の
勘
定

(
25

)

の
二

つ
の
系
列

へ
の
原
則
的
な
分
類
」
が
初

め
て
可
能
と
な
る
。

シ
ェ
ー
ア
に
ょ
れ
ば
、
「
経
済
上

の
諸
事
象
を

一
方

で
は
財
産
要
素

の
構
成
、
他
方
で

は
資
本

の
大
い
さ

へ
の
そ
れ
ら

の
作
用

に
お
い

て
諸
勘
定

の
助
け
を
借
り
て
示
そ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
そ

の
時

に
は
勘
定

の
二

つ
の
系
列
、

つ
ま
り
二
勘
定
系
列
が
使

用
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
と
為

・
」

こ
こ
に
い
う
二

つ
の
系
列
と
は

「
積
極
的

・
消
極
的
財
産
部
分

の
大
い
さ
お
よ
び
そ

の
増
加

・
減
少

の

(記
録
の
)
た

(
27

)

め
の
財
産
勘
定

の
系
列
」
と

「
正
味
財
産

お
よ
び

そ

の
増
加

・
減
少

の

(記
録
の
)
た
め
の
資
本
勘
定

の
系
列
」
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、

現
実
の
す

ぺ
て
の
個
別
的

・
具
体
的
諸
勘
定
は
、
財
産
勘
定

の
系
列
も
し
く

は
資
本
勘
定

の
系
列

の
い
ず
れ
か
に
属

し
て
い
る
と

い
い
得

る
。
か
く

て
こ
こ
に
、
現
実

の
複
式
簿
記

の
勘
定
体
系
内

に
二

つ
の
勘
定
系
列
の
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。
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岸
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け§
㈹
毒
餌
bd
一一8
麟
第

五
版

(前

掲
)
、

二
五
、
三

八
頁
。

(
10
)

ω
。匿

さ

9
岡
ご

じロ
ロ
9
富

寄
5
σq
§
山

じu
ま

自

第

五
版

(前
掲
)
、

二
三
、
二
七
頁
。

(
11
)

留
訂

が

}
●,

"
切ロ
コ
9
訂

犀
琶
・㈹

日
凱

¢d
蔚

自

第

五
版

(
前
掲
)
、

二
三
頁

欄
外
注
。

(
12
)

ω
。潔

が

い
切
二

しσ
暮
夢

巴
け§
αq
巨
山

じd
ま
自

第

五
版

(前

掲
)
、
二
三
頁
。

(
13
)

も

っ
と
も
、
簿

記

の
応

用

に
際

し
て
は
、
「
各
経
済

体

の
規

模
と
様
式

に

と

っ
て

最
適

の
勘
定
体
系

の
編
成

は
第

一
の
課
題
で
あ

る
の
み
な
ら

ず
、
簿

記

の
目
的

の
達

成
が

偏

に
そ

の
体
系

に
依
存

し

て
い
る
」

こ
と
は
贅
言
を
要

し
な

い
。
ω
。密

.・
↑
男
・
ゆ
直
。
誓
自
一紳盲
αq
目
匹
ω
臣
ゆ
ロ
軸
第

五
版
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(前

掲

)
、

六

五

頁

。

(
14
)

浄

岳

さ

智
殉
ご

じU
蓼
臣

巴
仲§

㈹

§

臨

切
臣
磐

国
第

五
版

(前

掲

)
、

二

三

頁
。

(
15
)

留

匿

鴎
・
ト
男

・
<
。
「。。唱
畠

①
冒
田

鼠

馨

ロ
。・。
冨

観

甘
げ
雪

癖

ド

鼠

一§

αq

鮎
臼

野

6
亭

自。
穿
5
範

(前

掲

)
、

(
16
)
(
17
)
(
18
)

の
6
ゴ
帥
門
矯
ト
腎
ご

bσ
醇
6
ガ
ゲ
巴
ε
昌
㈹

【§
飢

b鳴
一課
5
N
第

五

版

(革朋
掲

)
、

二

六

頁

。

(
19
)

留

竃

。
「
。
困
"
河

矯
凶
o
艮
。
艮
竃

曾
冨
昌

ユ
雪

山
o
唱
儲

竃

ロ

穿

畠

訂

津
巨

σq

(前

掲
)
、

六

九

頁
。

(
20
×

21
)

ω
。
匿

」

旨
閃
こ

じσ
皆
亭

巴
貯
ロ
σq

§

山

bd
辞

誕

第

五
版

(前

掲

)
、

二

六
頁

。

(
22
)

吉

田

威

、
複

式

簿

記
記

録

の
意

味

(前

掲

誌

所

収

)
、

二

八
頁

。

(
23
)

(
24
)

望

断
隙
♪

ト
男

瞳
ロロ
¢
o財
ぽ
m
犀
鳳
自
⑳

自
鵠
山

ロσ
嵩
鎚
ロ
国

第

五

版

(磁別
掲

)
、

一
工
ハ
頁

。

.-.

27
`...

　 ノへ

2625
))

ω
畠

曽

℃
一
㍉

こ

ロσ
g

ぴ
ゲ
巴

齢
霞
}卿q

門
臼
匹

uσ

ω
畠

習

噂

}
簡

ご

bσ
g

『
ザ
翫

帥E
け

αq

唇
9
餌

じ嘲

留

げ
鋤
斜

ト

男
ご

切ロ
琴

ゲ
富

一#
5

αq

唇
5
α

切

葭

凶
第
五
版

(前
掲

)
、

ぎ

嫡
第
五
版

(前

掲
)
、

置
言

第

五
版

(
前
掲
)
、

四

複
式
簿
記
の
記
入
規
則

二
三
頁
欄
外
注
。

二
五
頁
。

二
五
頁

(括
弧
ー
奥
山
)
。

一
九

頁
。

複
式
簿
記
の
勘
定
体
系
内

に
二

つ
の
系
列
が
存
在

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
次
の
問
題

は
以
下

の
如
き
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
す
な

わ
ち
、
何
故
財
産
勘
定

の
系
列
と
資
本
勘
定

の
系
列
と

い
う
二

つ
の
勘
定
系
列
が
現
実

の
複
式
簿
記
の
勘
定
体
系
内

に
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
、

こ
の
問
題

で
あ

る
。
斯
か
る
疑
問

の
解
明

の
為

に
は
、
経
済
上

の
各
嚢

が
常
に
二

つ
の
作
用
か
ら
験

と

い
う

シ

テ

ァ
の
指
摘
を
我

々
は
君
過

し

て

は
な

ら

ぬ
。

何
と
な
れ
ば
右

の
問
題

は
、
経
済
上

の
諸
事
象
の
も
た
ら
す
作
用
が
何
故
財
産
要
素

の
構

成

.
大
い
さ
と
資
本

の
構
成

.
大

い
さ
と

へ
の
二

つ
の
作

用
と
し
て
簿
記
記
録

に
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
問
と
そ

の
軌
を

一
に
す

る
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
今

一
つ
君
過

し
て
な
ら
ぬ
は
、
「
財
産
勘
定

の
借
方

・
貸
方

は
、
資
本
勘
定

の
借
方

・
貸
方

と

反
対

の
意
味
を

持

ぞ

い
麗
ご

と
で
あ
る
。
シ
;

に
よ
れ
ば
・
棄

勘
定
と
財
産
勘
定
と

の
間
に
は
碧

の
対
立
募

都
・」

し
か
も
・
「
各
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経
済
事
象
を
借
方
と
貸
方
と

の
間

の
等
式
と
し
て
記
録
す

る
た
め
に
は
、
財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
と

の
借
方

.
貸
方

の
対
立
的
な
意
味
は

必
然
的
な
も

の
で
あ

璽

と
す
れ
ぽ
・
財
産
勘
定

の
借
方

・
貸
方
と
資
本
勘
定

の
借
方

・
貸
方
と

の
意
味

の
対
立
性
、
し
た
が

っ
て
財

産
勘
定

に
お
け
る
記
入
規
則
と
資
本
勘
定

に
お
け
る
記
入
規
則
と

の
対
立
性
を
右
の
問
題
と
関
わ
ら
せ
る
時
、
そ

こ
に
は
財
産
勘
定
系

列

と
資
本
勘
定
系
列
と

の
対
立
性
、
端
的

に
は
二
勘
定
系
列

の
対
立
性
と

い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
こ
と
と
な

る
。
し
た
が

っ
て
、

我

々
が
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題

は
、
次

の
如
く
な

る
。
即
ち
、
存
在

の
明
ら
か
と
な

っ
た
財
産
勘
定

の
系
列
と
資
本
勘
定

の
系
列

な
る
二

つ
の
勘
定
系
列
が
相
対
立
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と

の
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
、

こ
の
こ
と
で
あ

る
。

右
の
問
題
解
明

に
際
し
、

財
産
勘
定
系
列
と
資
本
勘
定
系
列
と

の
対
立
性
が
具
体
的
に
は
各
系
列

の
勘
定

の
借
方
と
貸
方
と

の
間
に
お

い
て
顕
現

し
て
い
る
こ
と

に
着

目
す
れ
ば
、
そ
の
手
掛
か
り
を
我

々
は
、

シ

ェ
ー
ア
の
措
定

し
た
二

つ
の
統

一
的
勘
定
と
り
わ
け
そ
こ
に

み
ら
れ
る
記
入
規
則
に
求
む
れ
ば

よ
い
こ
と

は
言
を
侯
た
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
既

に
明
ら

か
な
如
く
、
そ
の
二
つ
め

統

一
的
勘
定

は
そ
れ

ぞ
れ

の
勘
定
系
列

に
属
す
る
諸

下
位
勘
定

の
特
徴
を
過
不
足
な
く
備
え

て
お
り
、
為

に
こ
れ
ら
二

つ
の
勘
定

の
比
較
検
討
を
も

っ
て
二

つ

の
勘
定
系
列
に
属
す

る
す
べ
て
の
勘
定

の
比
較

・
検
討

に
替
え
得

る
と
考
え
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ

る
。

か
く

て
、
以
下
に
お
い
て
財
産
勘

定

の
系
列
と
資
本
勘
定

の
系
列
と

の
二

つ
の
勘
定
系
列

の
相
対
立
し
て
存
在
す

る
理
由
を
明
ら
か

に
す
ぺ
く

シ

ェ
ー
ア
の
措
定
し
た
統

一

的
財
産

勘
定
お
よ
び
統

一
的
資
本
勘
定

に
つ
き
、
特

に
そ
の
記

入
規
則

の
対
立
性
を
手
掛

か
り
と
し
て
比
較

.
検
討
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
と
な

る
。

そ

の
際
・
次

の
如
く
考
え

る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
よ
う

に
思
え

て
な
ら
ぬ
。

つ
ま
り
、

シ

ェ
ー
ア
の
措
定

し
た
二

つ
の
統

一
的
勘
定
は
、

本
人
が
意
図
し
た
か
否
か
は
と
も
か
く
我

々
に

一
つ
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
そ
の
示
唆
と

は
・
具
体
的
に
は
そ
れ
ら
二
つ
の
統

扇

勘
定
が

「
二
つ
の
主
た
る
勘
定
聾

の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
得
る
、
現
実
に
は
存
芒

て
い

な
い
・
本
来
説
明

の
便
宜
上
考
え
出
さ
れ
た
に
過
ぎ

ぬ
勘
定

で
は
あ

る
も

の
の
、
斯
か
る
二

つ
の

(統

一
的
)
勘
定

し
か
備
・兄
て
い
な
い
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鵜

、
要
す
る
窺

実
に
は
存
在
し
て
い
な
い
が
仮
に
存
在

し
て
い
る
と
し
て
も

「
全

く

不
蓼

な

も

の
と

特
徴
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
」
ー

最
早
統

一
的
と
い
う
必
要

の
な
い
i

;

の
財
産
勘
定
と

ー

最

早
統

一
的
と

い
う
必
要

の
な

い
ー

∴

つ
の
資
本
勘
定
と

の
二

つ
の
勘
定
し
か
開
設
さ
れ

て
い
な
い
簿
記
が
、
現
実

の
驚

総

盆

響

し
て
発
想
さ
れ
得
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
斯
く
考
え
る
な
ら
ば
、
そ

の
二

つ
の

(堕

的
)
勘
定

に

お
け

る
記
録

は
、
複
式
簿
記
記
録

の
典
型
と
複

さ
れ
得
る

こ
と
と

な
る
。
し
か
も
、
そ

の
よ
う
な
記
録

は
、
我

々
に
と

っ
て
先

の
問
題
解

明
の
為

の
唯

一
の
観
寄

能
な
客
観
的
糞

で
あ

る
・
し
た
が

っ

て
、
以
下

の
詳
論

に
お

い
て
我

々
は
、

シ

、
-
ア
の
措
定
し
た
二

つ
の
統

一
的
勘
定
を
現
実

に
存
在
す

る
二

つ
の
具
体
的
な
勘
定

と
霞

し
て
考
察
を
進

め
て
ゆ
く

こ
と
と
す

る
。

シ
、
-
ア
に
よ
れ
ば
、
経
済
嚢

の
も
た
ら
す
二
つ
の
作
用
は
、
数
学
的
箋

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
鄭

・
為
に
・
経
済
嚢

の
記
録

が
整

的
箋

に
よ
そ

な
さ
れ
得
漂

で
あ
る
。
こ
の
箋

へ
の
習

こ
そ
彼
の
理
論
が

ヲ

ェ
ー
ア
の

『数
学
的
』
理
塵

と
称
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
斯
か
る
箋

の
繕

藁

諏

で
笈

磁
こ
と
は
・
シ
テ

ア
自
身
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

り
・
彼
の

主
票

等
式
に
よ
る
記
録
の
実
用
化
に
向
け
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
等
式
の
援
用
に
よ
そ

複
式
簿
記
の
特
質
を
解
明
す
る
為
に

な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
、と

は
蓼

四を
要
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
各
事
象

の
実
際

の
記
録
に
際
し
・
等
式
に
よ
る
記
録
を
も

っ
て

し
柴

困
難
な
経
済

.
法
律
上
の
財
区
分
の
区
別
、
更
に
は
当
該
区
分
内
の
輩

・
減
算
、
こ
れ
ら
に
と
そ

倉

的
な
手
段
は
勘
定
で

あ

る
と
述
ぺ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
し
て
、

こ
の
勘
定
使
用
に
ょ
り
各
経
済
事
象
に
見
出
さ
れ

る
等
式
は
・
諸
勘
定
間

の
借
方

(金
額
)
と
貸
方

(金
額
)
と

の
間

に
お

い
て
も
成
立
す
る
こ
と
劇

罷
・
と
す
れ
ぽ
・

;

の
財
霧

定
と

;

の
資
本
勘
定

と

に
お
い
て
前
者
の
借
方
記
録
の
金
額
と
後
者
の
貸
方
の
そ
れ
、
前
者
の
貸
方
記
録
の
金
額
と
後
者
の
借
方
の
そ
れ
と
の
間
に
は
等
式
が
成

立
し
て
い
る
と
考
、兄
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
、
楚

;

の
財
産
勘
定
と

;

の
資
本
勘
定
と

の
間
に
お
け
る
そ

の
よ
う
な
等
式

の
成
立

に
、
更

に
饒

に
明
ら
か
な
如
く
財
産
勘
定

の
借
方
が
増
加

・
貸
方
が
減
少
を
、
資
本
勘
定

の
借
方
が
減
少

・
貸
方
が
増
加
を
そ
れ
ぞ
れ
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意
味
し
て
い
る
こ
と

に
着
目
す
れ
ば
、
借
方
記
録

の
金
額
と
貸
方
記
録
の
金
額
と

の
間
に
成
立
す

る
等
式
は
財
産

の
増
加
と
資
本

の
増
加
、

お
よ
び
財
産

の
減
少
と
資
本

の
減
少
と

の
間
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
観
察
さ
れ
得
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
さ
に
先

に
シ

ェ
ー
ア
の

指
摘
し
て
い
る
如
く
、
財
産

の
増
加
が
資
本
の
増
加

に
対
立
し
、
財
産

の
減
少
が
資
本

の
減
少

に
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
対
立
、
詳
し
く
は
増
加
相
互
の
対
立
お
よ
び
減
少
相
互

の
対
立
が
勘
定
記
録
上
そ
れ
ぞ
れ
借
方

.
貸
方
反
対
側

に
顕
現
し
て
い
る

理
由
を
詳
ら
か
に
す

る
前
に
そ

の
記
録

の
意
味
を
探
る
こ
と
が

必
要

で
あ

る
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
皮
肉
な

こ
と

に
財

産
勘
定
お
よ

び
資
本
勘
定

に
お
け
る

一
対

の
記
録
か
ら
だ
け
で
は
こ
の
記
録

の
意
味

は
如
何
に
し
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
得

ぬ
の
で
あ
る
。
斯
か
る
記
録

と
対
比
さ
る
べ
き
も
う

一
対

の
記
録
が

こ
こ
に
必
要
と
な
る
。
そ
れ

は
、
財
産
勘
定
相
互
間

の
記
録
で
も
資
本
勘
定
相
互
間

の
記
録
で
も

何
れ
で
あ
ろ
う
と
差
支
え

は
な

い
の
で
は
あ
る
が
、
要
す

る
に

一
対

の
記
録
が
あ
る
も

の
の
増
加
と
他

の
も

の
の
減
少
と

に
関
す

る
も

の

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。

こ

の
あ
る
も

の
の
増
加

・
他

の
も

の
の
減
少

に
関
す
る

一
対

の
記
録
と
財
産

の
増
加

(減
少
)
.
資
本

の
増
加

(減

少
)
に
関
す

る

一
対

の
記
録
と

の
比
較

に
よ
り
、
全
く
同
様

の
手
続
を
経
て
勘
定
上
借
方
と
貸
方
と

の
両
側

に
な
さ
れ

て
い

る
記
録

に
二

つ
の
意

味

の
あ

る

こ
と
が

明

ら

か
と

な

る
。

つ
ま

り
、

各
事

象

1
ー

シ

ェ
1
ア
は

こ
れ
を

資
本

の
移
動

と
観

て

い
る

の
で
あ

る
が

ー

に

つ
い
て
、
そ
れ

に
よ

っ
て
生
ず
る
各
資
本
移
動

の
出
発
点
あ

る
い
は
始
点
が
あ
る
勘
定

の
貸
方

で
あ
り
、

こ
れ

に
対
し
て
到
着
点
あ
る
い

は
終
点
が
他

の
勘
定

の
借
方
で
輪

と
す

る
彼

の
指
摘
か
ら
明
ら

か
な
如
く
、
あ

る
も

の
の
増
加

・
他

の
も

の
の
減
少

に
関
す

る

一
対

の

、

、

、

、

、

、

、

、

(
14

)

記
録
は
、
資
本
移
動

の
変
化
過
程
ま
た
は
循
環
過
程

(の
記
録
)
を
意
味
し
て
い
る
と

い
い
得
る
。

一
方
、
財
産

の
増
加

(減
少
)
・
資
本

の
増
加

(減
少
)
に
関
す
る

一
対

の
記
録

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
が
右

の
如
き
、
資
本
移
動

の
変
化

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

過
程
ま
た
は
循
環
過

程
で
は
な
く
、
財
産

・
資
本
が
と
も

に
増
加
あ
る
い
は
と
も

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら

一
つ
の
新
た
な
資
本
移
動

の
始
ま
り

(終
わ
り
)
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、

新
た
な
資
本
移
動
が
生
じ
た
時
に
な
さ
れ
る
記
録
が
、

財
産

の
増
加

・
資
本

の
増
加

に
関
す

る

一
対

の
記
録
で
あ

り
、

こ
の
資
本
移
動

に
つ
い
て
そ
の
後

の
変
更
を
そ
の
都
度
記
録
す

る
た
め
に

Ir1闇閏馴 鴫才軸岬 袖h1唱
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な
さ
れ
て
い
る
記
録
が
、
あ

る
も

の
の
増
加

.
他

の
も

の
の
減
少
に
関
す

る

一
対

の
詑
録
で
あ
り
、
そ
し
て
そ

の
資
本
移
動
が
終
了
し
た

時

に
な
さ
れ

る
記
録
が

財
産

の
減
少

.
資

本

の
減
少

に
関
す

る

一
対

の
記
録
で
あ
る
と
い
い
得

る
。

こ
こ
に
、

シ

ェ
ー
ア
に
あ

っ
て
、

「
案

の
移
動
お
よ
び
そ
の
変
化
過
程
建

は
鶏

過
程
が
簿
記
の
記
録
藁

」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
・

そ
こ
で
次

に
、
そ

の
よ
う
な
新
た

に
生
じ
た
資
本
移
動

の
始
ま
り

(終
わ
り
)
の
記
録
が
財
産
勘
定

の
借
方

(貸
方
)
お
よ
び
資
本
勘
定

の
貸
方

(借
方
)
に
お
い
て
対
立
的

に
行
な
わ
れ

て

い

る
理
由
を
探

る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
他

の
如
何
な
る
記
録
も
揆
を

一
に
し
て
あ

る
勘
定
の
借
方
と
他
の
勘
定
の
貸
方
と
に
な
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
何
故
財
産
勘
定
妄

毒

定
と
に
お
け
る

一
対
の
記
録
の
み

が
他

の
記
録
と

は
異
な
り
、

一
方
的

に
増
加

の
み
あ

る
い
は

一
方
的

に
減
少

の
み
の
記
録
と

し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

シ
、
ナ

に
よ
れ
ば
、
「財
産
勘
定
の
借
方
総
額
は
、
新
た
な
積
極
的
財
霧

成
部
分
の
総
額
を
意
臨

い・
「
財
産
勘
定
の
貸
方
総
額

は
、
新
た
な
消
鵡

財
産
構
成
部
分
の
総
額
を
馨

て
い
璽

そ
し
て
、
財
産
勘
定
の
借
方
差
額
は
・
「
穰

的
財
産
部
分
と
消
極

的
饗

部
分
と
の
差
」
あ
る
い
は

「新
た
な
積
極
財
産
と
新
た
な
消
極
髪

と
の
差
を
示
し
、
そ
れ
は
新
た
装

示
さ
れ
た
正
味
財
産
で

あ

る
。
」

ま
た
、
彼

に
よ
れ
ば

「
資
本
勘
定

の
貸
方
総
額

は
、
旧
資
本
分
と
利
益

に
よ
る
増
加
分
と

の
和
を
意
味
諭
w
資
本
勘
定

の
借
方

総
額
は
損
失

(に
よ
る
婆

分
を
藻

し
て
い
(魏
。」

更
に
・
資
本
勘
定
の
貸
方
差
額
は

「聲

上
把
握
さ
れ
覇

首
財
産
お
よ
び
そ

　
ぬ
　

の
増
加
分
と
そ
鹸

少
分
と
の
差
」
あ
る
い
は

「利
益
額
だ
け
増
加
し
堤

額
だ
け
減
少
し
た
響

蒙

、
別
言
す
れ
ば
新
た
な

(計
算

獣
薦
黙
味纏
蛎
撤
欝
獅
緊
齢
難
鷺
町翻
雑灘
摯
臨
黎
魏
謙
敵
謡
鐸
雛
鞭鐸
鮎

し
か
も
、

シ

、
-
ア
は
、
前
者

の
示
す
積
極
財
産
と
消
極
財
産

と
の
差
を

「
現
実
的
な
価
値
形
楚

お
い
て
示
さ
れ
た
正
味
肱
塵

と
呼

ぶ
.
し
た
が

っ
て
、

.』

.」
鮨

産
勘
定
と
資
本
勘
定
と
の
使
用
、
更

に
は
そ
.」
に
お
け

る
相
互
対
立
的

な

記
努

法
に
よ

っ
て
、
「
正
味

財
産
が

二
重
に
示
さ
れ
得

る
」

.」
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

三

」
に
、

シ

テ

ア
が

「
体
系
的
簿
記

の
究
極
的
目
的

は
正
味
財
産

の
二
重
表
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示
に
麺

L
と
か
そ
の
よ
う
な
二
裏

示
が
複
式
簿
記
の
本
質
髄

と
主
張
し
て
巳
ま
な
い
理
象

あ
る
。

か
く

て
・
財
産
勘
定
お
よ
び
資
本
勘
定

に
お

け

る

一
対

の
記
録
は
、

資
本
移
動

の
始
ま
り

(終
わ
り
)
を
二
重

に
把
握
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
錠

さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
と

は
い
え
、

こ
の
限
り
で
は
財
産
勘
讐

資
本
勘
定
と

に
お
け

る

一
対

の
記
録
が
相
互
対
立
的

で
あ

る
こ
と

の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
窪

ら

ぬ
。
こ
こ

で
着

目
す
べ
き

は
、
三

つ
の
勘
定
系
列

の
借

鋳

韓

擁

翻

誉

か難

肋鶴

、匙
纒

鞭

擁
鍵
麺

も
明
ら
か
で
あ

る
。
と
す
れ
ぽ
、
相
対
立
す
る
二

つ
の
勘
定

に
お
け
る
記
録
数
値

の
最
終
的

に
は
合
算
さ
れ

る
こ
と
が
立蘭心図
さ
れ

て
い
る

と
考
え
ね
ば
な
る
ま

い
・
そ

の
為

に
は
、
財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
と

に
お
け

る
各
記
入
規
則
が
同

一
で
あ

っ
て
は
不
都
合
な

.」
と

.」
の
上

も
な

い
の
で
あ

る
・
も
ち
ろ
ん
・
他

の
目
的
、
例
え
ば
正
味
財
産

の
二
重
表
示
と

い
う
目
的

に
と

っ
て
は
、
そ

の
各
記
入
規
則
が
里

で

あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
斯
か
る
目
的
達
成

に
は
何

の
支
障
も
告

な
い
。

し
か
し
、
財
産
勘
定

.
資
本
勘
定

の
別
な
く
、

つ
ま
り
勘
定
系

列

射

な
く
借
方
と
貸
方
と

の
そ
れ
ぞ
れ

の
総
額

を
求
め
る
為
に
は
、
財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
と
に
お
け
る
記

入
規
則
、
す
な
わ
ち
二

つ

の
勘
定
系
列

の
各
記
入
規
則
を
対
妾

せ
て
お
く

.、
と
が
必
要
と
な
る
と
考
、兄
ら
れ
得
る
。
し
た
が

髪

、
財
産
勘
定

に
お
け

る
記
入
規

則
と
資
本
勘
定

に
お
け
る
記
入
規
則
と
が
相
対
立

し
て
い
る
理
由
は
、
「
強
制
的

(自
動
的
)
自
己
検
証
」

に
あ
る
.」
と
が
明
ら
か
と
な

る
。

更

に
付
言
す
れ
ぽ
・
斯
か
る
強
制
的

(自
動
的
)
自
己
検
証
は
、
記

帳
項
目
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
各
経
蒙

象
が

一
方

で
は
借
方

に
、

他
方

で
は
貸
方

に
記
録
さ
難

L

こ
と

に
よ

っ
て
初

め
て
可
能
と
な
る
。

し
か
し
、
そ

の
為

に
は
、
例
外
な
く

「
各
借
方

(記
録
)
杢

つ
の
貸
方

(記
録
)
と

相
対
立

し

氏

縛
」
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
更

に
そ

の
為
に
は
財
産
勘
定
毒

本
勘
定
、

し
た
が

っ
三

つ
の
勘

定
系
列

に
お
け
る
各
記
入
規
則
が
対
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

か
く
て
三

」
に
・
財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
と
に
お
け
る
各
記
入
規
則
の
相
翌

し
て
い
遍

由
が
強
制
的

(自
動
的
)
自
己
検
証
廊
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る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
、
延
い
て
は
財
産
勘
定
系
列
と
資
本
勘
定
系
列
な
る
二

つ
の
勘
定
系
列
に

お
い
て

一
方

の
系
列

に
属
す

る
勘
定
と
他
方

の
系
列
に
属
す

る
勘
定
と
を
区
別
す

る
為
に
異
な

る
記
入
規
則
が
適

用
さ
れ
て
い
る
と
も
考

え
ち
れ
な
く
も
な

い
の
だ
が
。
そ

の
よ
う
な

一
方

の
系
列
に
属
す

る
勘
定
と

他
方

の
系
列

に
属

す

る
勘
定
と

の
区
別
は
・
記
録
対
象

の

性
質
ー
1
往
々
に
し

て
簿
記
理
論
に
お
い
て
言
及
さ
れ
が
ち
で
は
あ

る
が
、
本
来

は
会
計
理
論

に
て
取
り
上
げ

る
べ
き
問
題
で
あ

る
筈

の

も

の
i
I

に
依
存
し

て
い
る
問
題

で
あ

る
。
そ
こ
で
、
斯
か
る
記
入
規
則

の
対
立
す

る
理
由
を
純
粋

に
簿
記
上

の
理
由
と
し
て
考
え

る
な

ら
ば
、
先

に
明
ら
か
に
な

っ
た
自
己
検
証
に

そ
の
理
由
を
求
む
る
ぺ
き

こ
と
と
な
る
。

以
上

の
検
討
か
ら
、
す

べ
て
の
勘
定
は
、
財
産
勘
定

の
系
列
と
資
本
勘
定

の
系
列

の
い
ず
れ
か
に
属
し

て
い
る
こ
と
・
別
言
す
れ
ば
す

ぺ
て
の
勘
定
を
財
産
勘
定

の
系
列
と
資
本
勘
定

の
系
列
と

の
二

つ
の
勘
定
系
列

に
ま
と
め
得
る
こ
と
、
更

に
は
現
実

の
記
録

は
財
産
勘
定

系
列

の
記

入
規
則
と
資
本
勘
定
系
列
の
記
入
規
則
と

の
二

つ
の
対
立
的
な
記

入
規
則

に
従

っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。

こ
れ
ら
二

つ
の
記
入
規
則

に
よ

っ
て
各
経
済
事
象
に
関
す

る
現
実

の
記
録
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
・
そ

の
よ

う
な
記
録
は
例
外

な
く
借
方
記
録
と
貸
方
記
録
と

の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
更

に
、
斯
く

の
如

く
各
記
録
が
常
に

借
方
記
録
と
貸
方
記
録
と

の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
な
さ
れ

て
い
る
理
由
、

し
た
が

っ
て
そ

の
よ
う
な
記
録
を
も
た
ら
す
二

つ
の
対
立
的

記

入
規
則

の
存
在
す

る
理
由

は
、
簿
記

の
強
制
的

(自
動
的
)
自

己
検
証
に
求

め
ら
れ
得
る
。

し
か
も
、

こ
れ
ま
で
の
検
討

に
お
い
て

シ

畿
ー
ア
の
措
定
し
た
統

一
的
財
産

・
資
本
勘
定
な

る
二

つ
の
勘
定
を
具
体
的
個
別
的
勘
定
と

し
て
と
ら
え
、

こ
れ
ら

二
つ
の
勘
定

の
み
を
備
え

て
い
る
簿
記
を
複
式
簿
記

の
典
型
と
看
倣
す

こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
こ
に
お
け
る
対
立
記

録

は
、
他

の
記
録
1
ー

シ

ェ
1
ア
の
い
う
借
方
貸
方
間

の
資
本
移
動

の
記
録
1
ー

と
は
異
な
り
、
新
た
な
資
本
移
動

の
始
ま
り

(終
わ
り
)

に
関
す
る
も

の
で
あ

る
と

い
う

こ
と
も
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、

こ

の
新

た
な

資
本
移
動

の
始
ま
り

(終
わ
り
)
を
財
産
勘
定
と
資

本
勘
定
と

に
お
い
て
借
方

.
貸
方
反
対
側
に
二
重
に
記
録
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
正
味
財
産
が
二
重

に
示
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。
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シ

呂
ー
ア
は
・

こ
れ

こ
そ
が
複

式
簿
記
の
目
的
で
あ
る
と

い
う
。

し
た
が

っ
て
、
我

々
は
こ
こ
に
、
複
式
簿
記
記
録

に

つ
い
て
の

一
つ
の

観
方
、
す
な

わ
ち

一
つ
の
複
式
簿
記
記
録
観
と
し
て
正
味
財
産
記
録

目
的
観
を
見
出
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

し
か
し
・

こ
の
限
り
で
は
そ

の
よ
う
な
目
的
観
か
ら
現
実

の
複
式
簿
記

に
つ
い
て
す

べ
て
説
明
し
尽
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
注

意
す
べ
き
は

「
各
借
方
習

は

;

の
墜

額
の
努

習

と
対
芒

て
い
華

と
の
シ
ェ
十

の
揺

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
・』と

は
シ

ェ
ー
ア
の
い
う
新
た
な
資
本
移
動
し
た
が

っ
て
新
た
な
正
味
財
産
移
動

の
始
ま
り

(終
わ
り
)
、

お
よ
び
そ
の
変
化
過
程
あ
る
い
は
循

環
過
程

に
つ
い
て
の
各
借
方

・
貸
方
記
録
が
同
額

の

一
対

の
記
録
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
.」
と
と
な
る
。

.」

.」
に
到

っ
て
我

々
は
、

シ

ェ
ー
ア
の
い
う
正
味
財
産

の
一、一盛
表
示
な
る
帰
結

の
検
討
を
要
す

る
こ
と

に
気
づ

か
ね
ば
な
る
ま

い
。
そ

の
帰
結

の
根
拠
は
、
各
経
済

ヘ

へ

事
象
・
特

に
正
味
財
産

の
移
動

の
始
ま
り

(終
わ
り
)
を

も

た

ら
す

各
事
象
が
財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
と

に
二
重

に
記
録
さ
れ
て
い
る
と

い
う
彼

の
見
軽

あ

っ
た

の
で
は
あ

る
が
、
そ

こ
で
は
蜜

の
記
録
と

い
い
得
る
理
由
が
等
閑
視
さ
れ

て
い
た

の
で
あ
る
。
果
芒

て
、

記
録
が
一、一垂
な
り
と

主
張
さ
れ

て
い
る
根
拠
は
何
で
あ

る
の
か
、

こ
れ
が
次

に
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題

で
あ

る
。

　

〈
四

注
〉

、(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9

)

鷲

貰

匂
.聞
ご

ロロ
自
げ
冨

#
身

ゆq

琶

昏

しロ
凶『
自

第

五

版

(前

掲

)
、

二

三

頁

。

望

甑

び

胎
司
こ

ud
目

臣

函
#
琶

αq
自
己

切
出
磐

軸
第

五
版

(前

掲

)
、

二

五

頁

。

ω
。
匿

が

旨
即

、
<
。
窃
ロ
葺

。
冒
臼

≦
一田
。
湯
。
匿

断岳

。
げ
窪

浮

匿

昌
繕
盲
面

山
。
H

切
億
畠

ゲ
暫
ギ
§

。Q

(前

掲

)
、

二

〇

頁

。

Go
。
冨

炉

旨
句
二

く
o
話
ロ
昏

。
ぎ
臼

毒
剛。。
。・
窪

鷲
寓

{二
凶。
冨

ロ

望

訂

旨
臣
巷

。q

山
禽

じロ
ロ
9
冨

一言
5
αQ

(前

掲

)
、

一
〇

頁

。

望

討
貰

9
国
ご

曽

野
げ
巴
紳§

㈹

琶

島

口u
繭冨
言

第

五
版

(前

掲

)
、

八

三

頁

。

ω
静

帥
び

』
.国
こ

く
葭
豊

。ゲ

。
ぼ
①
目
≦
眈
紹

霧
鼻
四
蜜

♂
げ
魯

穿

訂

ロ
山
7
日
。q
血
9

じu
ぎ
げ
冨

#
庭

(前

掲

)
、

一
九

頁

。

Qo
。密

斜

胎
国
こ

bコ
g
与

聾

毒

αq

目
己

ロσ
出
嘗

国

第

五

版

(前

掲

)
、

一

一
頁

。

ω
。冨

計

旨
局
・》
じd
ロ
爵

訂

穿
白
σq

賃
注

bd
凶『
富

第

五

版

(前

掲

)
、

一
二

頁

。

↓
α
巳

日
ざ

即

L

)
窃

器

密

乙

①
乱

。
℃
箆

善

じロ
・
6
げ
琶

§

"q

(ω
9

竃
爵

。
H団。・。
冨

N
。
津
㎝鼻

H一諏

密
『

国
陣
¢
{
ヨ
習

ロ
一駐

①
・ゆ

06
晒匡
§

嘔
蓄

器
昌

第



ドイツ簿記理論における 「複式簿記」観61

四
〇
巻
第

一
号

一
九

四
六
年

、

一
-
八
頁
所
収
)

一
頁
。

(
10
)

留
冨

.
唖
旨
即

u
bロ
ロ
鼻
訂

ぎ

昌
σq

琶
島

bσ
ぽ

欝

第

五
版

(前
掲
)
、

二

一
頁

(
傍
点
-
奥

山
)
。

(
11
)

留
富

斜

ト
句
こ

しロ
暮
蒔

隻

§
。q
量
α
ごd
ま

欝

第
五
版

(前

掲
)
、

二

一
頁
。

(
12
)

摯

誌

噌
"
ト
卸

ごd
9
疑

犀
匿

αq
巨
匹

切
浮

言

第

五
版

(
前
掲
)
、
一
一二

、
二
三
頁

(
括
弧
-

奥
山
)
。

(
13
)

ω
。
濫

お

旨
,

層
切
琴
匿

犀
盲
Φq
導
胤
⇔u
自
き
賊
第
五
版

(前
掲
)
、

二
二
頁
。

(
14
)

吉

田
教
授

に
よ
れ
ば
、
斯

か
る
資

本
移
動

の
変
化
過
程

ま
た
は
循
環
過

程

の
記
録

は
、

「
嘗

て
な

さ
れ
た
複
式

記
録

の
う

ち

の

一
方

の
も

の
に

関
す
る
言
わ

ば
訂
正
記
録

で
あ

っ
て
、
複

式
記
録

そ
れ

自
体

で
は
な

い
。
」

吉

田

威

、
複
式
簿

記
記
録

の
意
味

(
前
掲
誌
所
収
)
・
七
二
頁
。

(
15
)

留
馬

お

一
・聞
・噛
窪

畠
冨

一訂
凝

轟
ユ
Q鄙
凶ぽ
自

第
五
版

(前

掲
)
、
二
二
頁
。

(
16
)
(
17
)
(
18
)
(
19
)
(
20
)

摯
匿

お

ト
男

・
に0
9
7
訂
岸
目
αq
8

画
唱ロ
鵠
§

第

五
版

(
前
掲
)
、
三

三
頁
。

(
21
)

ω
6
冨

さ

い
句
4

切
盲
年

巴
陣目
σq
目
創
じd
辞

嵩

第

五
版

(前
掲
)
、

三
三
頁

(括
弧
-
奥

山
)
。

(
22
)
(
23
)

ω
。
匿

び

旨
胃
二

じ尊
蓉
鐸

聾

巨
αq
¢
巳

ロσ
惹

壽

第

五
版

(前
掲

)
、
三
三
頁
。

(
24
)
(
25
)

留
審
お

旨
7

穿

3
訂

犀
導
αq
§

脳
じq
凶剛・
自

第
五
版

(
前
掲
)
、
三

二
頁
。

(
26
)

ω
。訂

び

』
・男

噂
㊤σ
募

匿

岸
目

頓

身

山

ロロ
ロ
ゆ
自

第

五
版

(前

掲

)
、

三

三

頁

。

(
27
)

勢
ま

が

旨
即
噂
窪

6
臣

聾

§
頓
弓

山
ロロ
一げ
雷

第

五
版

(前
掲
)
、

二
二
頁
。

(
28
)

留
密

r

ト
句
ご

bσ
ロ
昏
訂
#
§
αq
自
師
じσ
箭

冒

第
五
版

(前
掲
)
、
三

三
頁
。

(
29
)

望

誌

炉

セ
男
・・
bd
蓉
誹

磐

島
僻Q
弓

山
じコ
箭

欝

第
五
版

(前
掲
)
、
四

三
頁
。

(
30
)

留
濫

♪

㍗
卸

り」
唐
導

鋒

巨
㈹
菖

山
ロロ
詳

自

第

五
版

(前
掲

)
、

四
〇
頁
。

(
31
)

鱒
寓

斜

ト
押
噂
切
暮
与
巴
9
日σq
目
α

=ロ
凶ぎ

国
第
五
版

(
前
掲
)
、

三
八
、
四

〇
頁
。

(
32
)

ω
浄
紳
・
ト
切
・・
じ0
9
導

巴
叶§
㈹
§
山

ロコ
静

誕

第
五
版

(
前
掲
)
、

四
〇
頁
。

、

(
33
)
(
34
)

浄

匿

さ

い
句
3

切ロ
墓
夢

巴
酔§

σQ
唇
儀

じq
ロ
留
国
第
五
版

(
前
掲
)
、
三
八
頁
。

(
35
)

留
菰

斜

ト
男

矯
切
唐
年

葺

§
αq
き

侮
Oσ
辞

言

第

五
版

(前
掲
)
、

三
八
1

三
九
頁
。

(
36
)

禦
匿

.
"
』
・搾

蜂
切
琴
匪

聾

自
αq
琶

匹
b噴
臨
碧

国
第

五
版

(
前
掲
)
、
五

八
、
五
九
頁

(傍
点

ー
奥

山
)
。



　㎜…酬

62商 経 論 叢 第25巻 第4号

五

複
式
簿
記
記
録

の
二
重
性

-

結
び
に
代
え
て
ー
ー

こ
れ
ま
で
に
我

々
は
、

シ

ェ
ー
ア
理
論

か
ら
複
式
簿
記
記
録

に
つ
い
て
の

一
つ
の
目
的
観
、
す
な
わ

ち
正
味
財
産
記
録
目
的
観

の
あ

る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
斯
か
る
目
的
観

の
下
で
は
既
述

の
如
く
複
式
簿
記
の
目
的

は
正
味
財
産

の
二
重
表
示

に
在

り
と
説
明
さ
れ
て
い

る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
正
味
財
産

の
一、一蟄
表
示
と
は
い
う
も

の
の
そ
の
よ
う
な
表
示
が

「
二
重
」
な
り
と
主
張
さ
れ
得

る
根
拠

は
未
だ
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が

っ
て
、

こ
こ
で
の
問
題

は
、

シ

ェ
1
ア
理
論

に
み
ら
れ
る
正
味
財
産
記
録
目
的
観

の
下
で

は
正
味
財
産
記
録

の

「
二
重
」
な
る
こ
と

が
如
何

に
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

の
か
、

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
説
明

や
果
し
て
如
何

に
。

　　

　

そ

こ
で
、
先
ず
我

々
が
護

す

べ
き

は
、
「
借
方
と
貸
方
と
は
常

に
里

価
額

に
て
対
応

し
て
い
る
」
と

い
う

シ

、
ー

ア

の
指
摘

霧

る
。

彼

は
・

こ
の

こ
と

に
着

目
す

る
こ
と

に
よ

り
、
借
方

(金
額
)
と
貸
方

(金
額
)
と

の
間

に
等
式

の
成

立
す

る

こ
と

を

主
張

し

て
い
る

の
で
あ

る
が

、

こ

の
こ
と
と

シ

ェ
ー

ア

の
い
う
各
経

済
事

象

の
二

つ

の
作

用

と

は
如

何

に
関

連
づ

け
ら

れ
得

る
の
で
あ

ろ
う

か
。

こ

こ
で
、

湖

っ
て
各
経
済
嚢

の
二
つ
の
作
用
ξ

い
て
の
シ
ェ
÷

の
論

を
参
季

れ
ば
、
各
経
華

象
に
よ
り
生
ず
る
正
味
財
霧

動
の
出

発
点
あ

る
い
は
始
点
は
あ

る
勘
定

の
貸
方

で
あ

り
、

こ
れ
に
対

し
て
そ
の
到
着
点
あ
る
い
は
終
点

は
他

の
勘
定

の
貸
方

で
あ

る
か
、
ま
た

は
そ

の
出
発
点
あ
る
い
は
始
点
が
あ
る
勘
定

の
借
方

で
あ

り
、

こ
れ

に
対

し
て
そ

の
到
着
点
あ

る
い
は
終
点
は
他

の
勘
定

の
貸
方
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
・
二

つ
の
作
用
と

は

一
つ
の
移
動

に

つ
い
て
の
出
発
点

(始
点
)
と
到
着

点

(終
点
)
と
を
意
味

し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
・

シ

ェ
ー
ア
の
指
摘

し
て
い
る
如
く

「
現
実

に
は
、
商
人

お
よ
び
他

の
経
済
的
経
営
体

に
お
い
て
は
循
環
中

に
新

た
に
生
ず
べ

き
価
値
要
素
が
存
在

捻

」

お
り
・
「
鐘

の
諸
過
程
が
等
価

の
諸
段
階
と
し
て
生
ず
る
の
で
は
な

く
、

芳

的
な
価
値
増
加

に

よ

っ
て

生
じ
た
新
た
藷

過
程
が

(循
環
過
程
に
)
組
み
込
ま
象

」
な
ら
ぽ
、

一
嚢

の
出
発
点

(始
点
)
に
お
け
る
金
額
と
到
着
点

(終
点
)
に
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お
け
る
金
額
と
は
聲

薮

し
な
く
な
る
筈
で
為

。
と
す
れ
ば
・
そ
の
よ
う
な
嚢

に
お
い
て
は
彼
の
嚢

す
る
如

く
に
は
箋

の
成

立

を

み

る
、」
と

は
不
可
能

で
あ

る
、」
と
と

な

る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
、

シ

テ

ア
は
如

何
な

る
説

明
を
試

み
る

の
で
あ

ろ

う

か
・

「
循
環

の
私
経
済
的
目
的
が
貨
幣
資
本
の
哨

の
大
い
さ
の
増
殖
つ
鱒

増
加
に
あ
評

で
、
「
営
利
曇

た
め
に
行
な
わ
れ
て
い

る
経
済

的
経
営
し
た
が

っ
て
商
業

に
お
い
て
」
「
循
環

の
模
範
的
な
進
行
」
形
態

は
、
新
た
な
価
値

の
増
加
が
生
ず

る
形
態
で
あ
る
と

い
う

シ

ェ

ー
ア
に
あ

っ
て
、
斯
か
る
形
態

の
事
象

は
む
し
ろ
簿
記

の
記
録
対
象

の
中
核
を

な
す
と
考
え
ら
れ
得
る
。

し
た
が

っ
て
、

こ
の
問
題

の
検

討
を
避
け
て
は
論
を
先
に
進
め
る
わ
け

に
は
ゆ
く
ま
い
。

　む

　

シ

晶
ー

ア
に
よ
れ
ば
、

期
中

.
決

算
時

を

通
じ

て
生
ず

る
可
能
性

の
あ

る
経

済

事
象

に
は
そ

の
性

質

に

よ

り

交
換

事
象

(飢
駒Φ
↓
伽
虜
67

<
。
『恩

ロ
鴨

)
、

利

益

事

象

(象
①

Q
。
鼠

彰

く
。
吋笛

昌
聰

)
、

損

失

事

象

(島
。
<

。
ユ
屋
貯
。
お
雪

σq
①
)
、

混

合

事

象

(山
貯

σq
Φ
巳

鷲
げ
8

<
。
茜
壁

σq
。
"
飢
δ

嫡
馨

寧

目
。餐

量

く
長

艶

店団馨

冨

琶

馨

民

団
円{・霧

・監

翻

ぎ

げ暴

.
<
奮

畢

お
よ
び
財
産
構
成
部
分
の
価

値
修
正
嚢

(飢
圃。
需
.一。
鮎
凶・・.ゲ
。
閑
。
.・。
犀帥慮
…

暴

琶

山
①「
ぎ

奮

謬

量

・
)
が
嚢

・
こ
れ
ら

の
う

ち
・

決
算
時
に
の
み
生
ず

る
財
産
構
成
部
分

の
価
値
修
正
事
象

に
つ
い
て
、
彼

は
.」
れ
が
利
益
嚢

と
し
て
生
ず

る
こ
と
も
あ
る
が
そ

の
よ
う
な
場
合

星

ず

る
利

益
が
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
な

い
.、
と

か
ら
斯
か
る
嚢

蜜

失
妻

と
し
て
の
み
考
え

て
い
華

し
た
が

っ
て
・
財
産
構
成
部
分
の
価

値
修
正
事
象
は
損
失
嚢

の

覆

と
考
え
ら
れ
得
る
。
更

に
、
財
産

の
構
成
お
よ
び
大

い
さ

の
変
動

の
み
な
ら
ず
・
同
時

に
正
味
財
産

の

大
い
さ
に
お
け

る
変
動
を
も
惹
き
起

こ
す
よ
う
華

象
と
し
て
利
益
嚢

と
堤

誌

と
を
襲

す

る
時

晶署

は
正
味
財
産

の
増
加

に
・

後
者

は
そ

の
減
少
に
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
う
違

い
は
あ

る
も

の
の
薯

は
損
益
菱

(山
薬

爵

…

噺
壷

誓

督

σq①
幕

穽

一昌
邑

較

島
.
・,
.・.匿
沖
ρ

店一.
国
・♂
一・、
・,鳴
・,.囑

と

し

て
ま
と

め
ら
れ

得

る
.

寒

シ

ェ
之

よ

れ
ば

舞

義

「
利
益

を
伴

な
う

交

換
」
あ
る
い
は

「
損
失
を
伴
な
う
交
換
」
と
し
て
生
ず

る
事
象
で
あ
り
、

こ
の
限
り
で
は
こ
れ
は
、
交
換
事
象
と
利
益
事
象
・
あ

る
い
は

交
換
事
象
と
損
失
事
象
、
総

じ
て
交
換
事
象
と
損
益
事
象
と
に
分
割
さ
れ
得
る
性
質

の
事
象

で
あ

る
と

言
い
得
る
。

か
く

て
・

「
経
済
事
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象
が
実
際

に
は
如
何

に
様

々
に
生
じ
よ
う
と
も
、
経
済
財
全
体

の
価
値

へ
の
影
響

に
関
わ
ら
せ
て

(観
察
す
れ
ば
)
、

こ
れ

は
二

つ
に
分
類

さ
れ
役
罷
L・
つ
ま
り

コ

方
は
交
肇

象
で
あ
り
・
他
方
は
損
華

象
で
舞

。L

こ
こ
に
到

っ
て
、

経
済
事
象
が
右

の
如
く
二
種

の
も

の
に
集
約
さ
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
当
然
次

の
疑
問
が
生
ず

る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ

ヘ

へ

は
・
正
味
財
産

の
変
動

に
は
無
関
係
な
交
換
事
象
が
何
故

に
記
録
対
象
と

な
る
の
か
、

つ
ま
り
正
味
財
産

の
二
重
記
録
な
る
目
的

に
は

一

見
関
わ
り
な
く
思
わ
れ
る
交
換
事
象
を
煩
を
厭
わ
ず
敢
え
て
記
録
す

る
理
由
は
何
か
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点

に
つ
き
、

シ

ェ
ー
ア

は
如
何
な
る
説
明
を
試
み
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
・
経
済
事
象

の
第

一
の
発
現
形
態

で
あ

る
交
換
事
象
は
、

シ

呂
ー
ア
に
よ
れ
ば
財

の
価
値

の
内
部
構
成

に
は
影
響
を
及
ぼ
す
が
資

本

(正
味
蓬

の
大
い
さ
に
は
変
動
を
生
芒

め
駐

磁
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
以
下
の
場
合
が
愛

ら
れ
て
い
る
。

一
・
「
経
済
体
か
ら
流
出

し
あ

る
い
は
消
滅
し
、

費
消
さ
れ
た
あ
る
区
分

に
属
す
る
財
産
部
分

と

同

一
価
値

の
、

他

の
区
分

に
属
す

る

財
産
部
分
と
が
入
れ
替
麓

」
場
合
・
要
す
る
に
積
極
財
産
内
部
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
響

。

二
・
「穰

財
産
部
分
と
消
極
財
産
部
分
と
の
間
に
相
殺
が
生
簾

募

合
、
こ
れ
に
は
、
震

極
財
産
部
分
が
消
極
財
産
部
分
の
返
済

に
使
用
さ
難

」
場
食

つ
ま
り
積
極
財
産
と
消
極
財
産
と
が
同

一
価
値
に
て
減
少
す
る
場
合
と

「
新
た
な
債
務
を
伴
な
う
財
が
経

穗

に
生
菱

」
場
食

つ
ま
り
穰

財
産
と
消
極
財
産
と
が
同

一
価
値
に
て
増
加
す
る
場
合
と
が
あ
る
。　　

三
・
「
あ

る
区
分

に
属
す

る
消
極
財
産
部
分
が
他

の
区
分
に
属
す

る
同

一
価
値

の
消
極
財
産
部
分

に
変
化

す

る
」
場
合
、
要
す

る
に
消

極
財
産
内
部
の
交
換
が

お
こ
な
わ
れ
る
場
合
。

　　

斯
か
る
場
合
に
生
ず
る
交
換
事
象

の
記
録
は
、
「
資
本
勘
定
と

は
何
ら
関
わ
り
を
持

た
ず
」
、

「
簿
記
上
は
財
産
勘
定
内
部

に
お

い
て
な

　　

　

さ
れ

る
」

に
す

ぎ

ぬ
。

　
み

　

と

こ

ろ
が

、

シ

ェ
ー

ア
は

、

ア

ウ

グ

ス
ブ

ル

ク

(〉
・
σQ
。・宅

茜

O
b

騨)
を

引

用

し

て

「
交

換

事

象

を

二

つ

の
部

分

に
分

け

る
」

こ
と

、

つ
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ま
り
二

つ
の
作
用

の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
そ

の
増
減

に
と
も
な
う
正
味
財
産

の
増
減
を
考
慮
す

る
見
解

の
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
舘

)

そ

こ
に
い
わ
く

「
財
産
構
成
部
分

の
増
加
を
財
産
勘
定

の
借
方
項
目
お
よ
び
資
本
勘
定

の
貸
方

に
お
け
る

(正
味
)
財
産

の
増
加
と
し
て
」
、

更

に

「
対
価

の
流
出
を
財
産
勘
定

の
貸
方

に
お
け
る
対
価
と
資
本
勘
定

の
借
方

に
お
け

る
対
価
」
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

そ

こ
で
は
交
換
事
象
が
正
味
財
産

の
増
加
を
も
た
ら
す
事
象
と
正
味
財
産

の
減
少
を
も

た
ら
す
事
象
と

の
二

つ
の
事
象

の
複
合
事
象
と
し

て
観
察

さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

も
ち
ろ
ん
・

資
本

(正
味
財
産

の
増
加

は
そ

の
減
少
と
相
殺
さ
れ
て
し
ま
瀧

・

そ

の
記
録
は
省
略

さ
れ
、
記
録
上
我

々
の
目
に
は
斯
か
る
事
象

は
シ

ェ
ー
ア
の
い
う

一
つ
の
交
換
事
象
と

し
か
映
ら
な

い
の
で
は
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き

は
、

一
つ
の
交
換
事
象
を
右

の
如
く
観
察
す
る
な
ら
ば
、
交
換
事
象
と
錐
も
資
本

(正
味
財
産
)
の
増
減

に
関
わ
り
を
持

つ
と

考
え

ら

れ
得

る

と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

次

に
、
経
済
事
象

の
第
二

の
発
現
形
態
た
る
損
益
事
象

は
、

シ

呂
ー
ア
に
よ
れ
ば

「
財
産
構
成
部
分

の
変
動

の
み
な
ら
ず
同
時

に
正
味

財
産
の
大
い
さ
に
お
け
る
変
動
を
も
惹
き
起
こ
す
経
済
甑
墾

で
あ
る
・
こ
れ
に
は
以
下
の
場
合
が
琵

ら
れ
て
暴

・

一
、
「
費
消
、
滅
失
あ
る
い
は
損
失

に
よ
り
失
な

っ
た
財
産
部
分
の
替
わ
り

に
何
ら

の
代
替
物
も
流

入
し
な
い
場
合
」
、
要
す
る
に
、

一

方
的

に
積
極
財
産
が
減
少
す

る
場
合
。

二
、
「
収
益
性
ま
た
は
生
産
性

の
結
果
と
し
て
新
た
な
財

の
価
値
が
流

入
し
て
も

こ
れ
に
替
わ
る
代
替
物
が
給
付
さ
れ
な
い
場
合
」
、
要

す
る
に
、

一
方
的

に
積
極
財
産
が
増
加
す
る
場
合
。

三
、
「
積
極
財
産

の
増
加
が
な
く
、
新
た
な
消
極
財
産
が
生
ず

る
場
合
」
。

四
、
「
贈
与

・
免
除
等

に
よ
り
消
極
財
産
が
消
滅
す
る
場
合
」
。

右

の
場
合
に
生
ず

る

「
す
ぺ
て
の
損
益
事
象
、

こ
れ
は
積
極
的
あ
る
い
は
消
極
的
財
産
部
分
と

一
面
的

に
し
か
関
わ
ら
ず
、
為

に
財
産

勘
定

の
借
方

に
の
み
あ

る
い
は
そ

の
貸
方

に
の
み
記
録
さ
れ
得

る
に
す
ぎ

ぬ
の
で
は
あ

る
が
、
そ

の
よ
う
な
事
象

は
正
味
財
産

の
変
動
を
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惹
き
起
こ
し
・
故
に
資
本
勘
定
に
お
い
て
も
記
録
さ
れ
ね
ぽ
な
論

・
L
つ
ま
り
・
莉

益
害

は
財
産
勘
定
の
借
方
と
資
本
勘
定
の
貸
方

と
に
驕

L・
「損
失
害

は
財
霧

定
の
貸
方
と
資
本
勘
定
の
借
方
と
に
唇

て
い
塵

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
損
華

象
は
常
に

財
産
勘
定
と
資
本
勘
定
と

に
お
い
て
記
録
さ
れ

て
い
る
と

い
い
得
る
。

と
す

れ
ば
あ
ら
ゆ
る
事
象

に
つ
い
て
例
外
な
く
そ
の
事
象

の
も
た
ら
す
財
産

へ
の
作
用
と
資
本

へ
の
作
用
と

の
二

つ
の
作
用
が
観
察
さ

れ
て

い
る
こ
と
と
な

る
。
た
と
え
交
換
事
象
で
あ
ろ
う
と
も
、

一
担
は
そ
れ
が
資
本

(正
味
財
産
)
の
増
加

.
減
少
を
も

た
ら

せ

て

い
る

と
看
倣
す

こ
と

に
よ

っ
て
、
資
本

(
正
味
財
産
)
は
交
換

・
損
益
事
象

の
い
ず
れ
に
あ

っ
て
も
常
に
増
減
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
得

る
。
た

だ
・
交
換
事
象

の
場
合

に
は
、
資
本

(正
味
財
産
)
の
増
加

・
減
少
が
相
殺
さ
れ

て
し
ま

い
、
記
録
上
は
恰
も
正
味
財
産

に
は
何

ら

の
増

ヘ

へ

加
・
減
少
も
生
じ
て
は
い
な

い
か
の
如
く
増
加

・
減
少

の
両
方

の
記
録
が
表
面
化
し
て
こ
な

い
と

い
う
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
こ
で
は
、

い
わ
ぽ

記
録

の
簡
略
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
看
徹
す

べ
き

で
あ

る
。
必
ず

し
も
、
現
実
に
為
さ
れ
て
い
る
記
録

の
姿
が
複
式
簿
記
本
来

の
あ

ム　

り
の
ま
ま
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
ぬ
こ
と

に
留
意
せ
ね
ぽ
な
ら

ぬ
。

か
く
て
、
交
換
事
象

の
記
録

の
本
来

の
姿
を
右

の
如
く
考
え
得
る
と
す
れ
ば
、

こ
こ
に
交
換
事
象

の
記
録
の
理
由
が
明
ら
か
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
単

に
損
益
事
象

の
記
録

の
み
な
ら
ず
、
交
換
事
象

の
記
録
も

お
こ
な
う

こ
と

に
よ

っ
て
初

め
て
正
味
財
産

の
変
動
を
洩
れ
な

く
記
録
し
た
こ
と
と
な

る
と

い
う
こ
と
、
端
的

に
は
記
録

の
網
羅
性

の
確
保
に
そ

の
意
味
が
あ
る
と

い
う
こ
と
、

こ
れ
で
あ
る
。

更

に
、
す

ぺ
て
の
事
象

を
財
産
と
資
本

(正
味
財
産
)
と

の
対
応
と

し
て
と
ら
え
る
時
、
我
々
は
シ

ェ
ー
ア
の
い
う
循
環

の

一
過
程

に
お

け
る
二

つ
の
作
用
と

は
財
産

へ
の
作
用
と
資
本

(正
味
財
産
)

へ
の
作

用
と

の
二

つ
の
作
用
で
あ

る
と
考
・兄
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
す
れ
ば
そ

こ

で
は

「
現
金
か
ら
商
品
」

へ
と

い
う
過
程
が
1

従
来
商
品

の
現
金
購
入
な
る

一
つ
の
経
済
事
象

に
お
け
る

一
循
環
過
程
と

し
て
観
察
さ

れ

て
き

て
い
る
も

の
で
あ

る
の
だ
が
1

一
つ
の
事
象
と
し
て
観
察
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
金

(
の
減
少
)
そ
れ
自
体
、
商
品

(
の

増
加
)
そ
れ
自
体
が
個

々
に
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
事
象
と

し
て
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す

る
正
味
財
産

の
減
少
、

そ

の
増
加
老

の
組
み

　踊　酬
骨 陣 則 閣
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合
わ
せ
と
し
て
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
現
金

の
減
少
と

い
う

一
つ
の
事
象
が
も

た
ら
す
作
用
を
財
産

へ
の
作
用
と

資
本

(正
味
財
産
)

へ
の
作
用
と

の
二

つ
の
も

の
と
し
て
観
察
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
こ
と

は
、

商
品

の
増
加
と

い
う

一
つ
の
事
象

に

つ
い
て
も
当

て
嵌
ま
る
。

し
た
が

っ
て
、
総
じ

て
循
環
の
各
段
階
に
お
い
て
常

に
財
産

へ
の
作

用
と

資
本

(正
味
財
産
)

へ
の
作
用
と

の
二

つ
の
作
用
が

シ

ェ
ー
ア
に
あ

っ
て
は
観
察
さ
れ
て
い
る
と

い
い
得
る
。
彼
が

「
あ
ら
ゆ
る
経
済
上

の
事
象

は
財
産
構
成
部
分
お
よ
び

正
味
財
産
の
構
成
と
大
い
さ
に
お
い
三

対
の
作
用
を
有
論

」
と

い
い
・
「
記
録
項
目
は
・

;

の
二
面
的
に
作
用
す
る
事
鍾

と
い

う
所
以
で
あ
る
。

か
く

し
て
、

シ

呂
ー
ア
の
説
明
を
拠
り
所
と
す

る
正
味
財
産
記
録
目
的
観

の
下
で
は
、
正
味
財
産
記
録

の

「
二
重
」
な
る
こ
と
は
、
同

一
め
大
い
さ
が

一
方

で
は
財
産

の
大

い
さ
と
し
て
、
他
方

で
は
正
味
財
産

の
大
い
さ
と
し
て
厳
密

に
は

一「面
に
お
い
て
常

に
正
味
財
産

の

大

い
さ
と
し
て
、
他
面
に
お
い
て
財
産
あ
る
い
は
正
味
財
産

の
大
い
さ
と
し
て
二

つ
の
側
面
か
ら
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
ず

る
必

然
的

・
強
制
的
結
果

で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
箋

・

以
上

の
検
討

に
お
い
て
我

々
は
、
複
式
簿
記
記
録
に

つ
い
て
の

一
つ
の
観
点
を

シ

ェ
ー
ア
理
論

に
求

め
、
そ
こ
に
正
味
財
産
記
録

目
的

観
な

る
観
点
を
見
出
し
、
そ
の
観
点

に
立
脚
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
実

の
複
式
簿
記
記
録
が
正
味
財
産

の
二
重
記
録
と

し
て
説
明
さ
れ

得

る
こ
と
、
更

に
は
記
録

の

「
二
重
」

な
る
理
由
を
各
経
済
事
象

に
お
い
て
常

に
例
外
な
く
財
産

の
大
い
さ
と
正
味
財
産

の
大

い
さ
と

の

二
面
的
大
い
さ
と
し
て
把
握
さ
れ

て
い
る
こ
と

に
求
め
得
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
斯
か
る
観
点

の
下
で
は
、
ま
ず
複
式
簿
記

の
記
録

対
象
が
経
済
事
象

に
お
け

る
正
味
財
産

の
増
減
変
動
と
看
倣
さ
れ
、

こ
の
記
録

の
為

に
複
式
簿
記

の
勘
定
体
系
内

に
二

つ
の
系
列
が
存
在

し
、
更
に
は
記
録

の
自
動
的

.
強
制
的
な
検
証
手
段
と
し
て
各
系
列

の
記
入
規
則
が
対
立
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
を
得
る

の
で
あ

る
。

か
く
て
、

シ

ェ
:

ア
の

「
物
的
」
な
複
式
簿
記
観
が
右

の
如
き
も

の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
彼
に
あ

っ
て
は

「
物
的
」
な
も

の
と

は
正
味
財

産
そ
れ
自
体
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

つ
ま
り
、

シ

ェ
ー
ア
の

「
物
的
」
複
式
簿
記
観
と

は
、
複
式
簿
記
記
録
を
正
味
財
産
記
録
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と
観

る
こ
と

に
他
な
ら
ぬ
。
彼

の
理
論
が
純

(正
味
)
財
産
学
説
と
呼
ば
れ

る
所
以
で
あ

る
。

こ
こ
で
看
過
し
て
な
ら

ぬ
は
、
周
知

の
如
く
等
し
く
物
的
勘
定
理
論
と
難
も
、
そ

の
内
容
が
軌
を

一
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と

い

う
こ
と

で
あ

葡
㌍
と
す
れ
ば
、
物
的
勘
定
理
論
が
具
体
的
に
は
如
何
な

る
観
点

に
立
脚

し
た
理
論
で
あ

る
の
か
と

い
う

こ
と
を
探
る
為

に

は
、

し
か
も
そ
の
考
察
を
厳
密

に
お
こ
な
う
為

に
は
、
す

べ
て

の
物
的
勘
定
理
論

に
つ
い
て
個

々
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る

と
言
わ
ざ

る
を
得
な

い
。
し
か
し
、
幸

い
な

こ
と

に
先
人
の
研
究

に
よ

っ
て
既
に
物
的
勘
定
理
論
は
幾

つ
か
の
グ

ル
:
プ

に
ま
と

め
ら
れ

て
鳳
麗
。

こ
の
点

に
つ
き
・
畠
中
教
授

は
・
名
著
と
し
て
名
高

い

「
勘
定
学
説
研
究
」

に
お

い
て

「
勘
定
理
論
出
立
点

の
問
題
」
と
し
て

論
及

し
て
い
る
。

い
わ
く

「
此

の
問
題

は
従
来

の
学
説
に
於
て
は
意
識
的

に
余
り

は

っ
き

り
と
取
扱
は
れ
な
か

っ
た
。
併
し
我

々
は
諸
学

説

の
諸
傾
向
と
諸
分
野
を
概
観
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
静
態
的
方
法
と
動
態
的
方
法
と

の
対
立
を
其
拠

に
見
出

す

こ
と
が

出
来

る
と

思

舗
レ
」

と
す
れ
ば
・

い
ず
れ

の
物
的
勘
定
理
論

に
お
い
て
も
、
意
識
的
か
無
意
識
的
か
は
と
も
か
く
静
態
的
観
点
あ

る
い
は
動
態
的
観
点

な
る
も

の
が
背
後

に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
得
る
。

右

の
如
く
、
物
的
勘
定
理
論

に
は
静
態
的
な
観
点

に
立

つ
理
論
と
動
態
的
な
観
点

に
立

つ
理
論
と

の
二
種

の
も

の
が
あ

る
と
す
れ
ば
、

我
々
が

こ
こ
に
討
究

の
対
象
と

し
た
シ

ェ
ー
ア
理
論
が
そ

の
何
れ

に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と

い
う

こ
と
が
問
わ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
我
々
は
、
こ
の
間

に
対
す

る
解
答
を
畠
中
教
授

に
求

め
得

る
。

す
な
わ
ち

「
彼

(
シ
ェ
ー
ア
)
の

(研
究
)
方
法

は
静
態
的
で
あ

華

と
・
そ
こ
で
・

シ
f

ア
理
論
が
静
態
的
観
点
に
立
脚
す

る
理
論
で
あ

る
な
ら
ぽ
、

こ
の
静
態
的
な
観
点
と
は
彼

の
理
論

に
お
い
て

は

「
正
味
財
産
記
録
」
目
的
観

に
立

つ
こ
と
で
あ

る
筈

で
あ

る
。
と
は
い
え
、

こ
こ
に
我

々
が
明
ら
か
に
し
得
た

「
正
味
財
産
記
録
」

目

的
観
な

る
観
点
は
、
静
態
的
な
観
点
、
延

い
て
は
物
的
な
観
点

の

一
つ
の
具
体
的
な
も

の
に
他
な
ら
ぬ
。
と
す
れ
ば
、
我

々
の
次
な
る
課

題

は
以
下

の
問

へ
の
解
答
を
得

る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
、

シ

ェ
ー
ア
理
論
も
含
め
て
静
態
的
な
観
点
に
立

つ
物
的
勘
定
理
論

の
背
後

に
あ
る
共
通

の
思
想
と

は

一
体
何
か
、
す
な
わ
ち
、
総
じ
て
物
的
勘
定
理
論

に
お
け
る
静
態
的
な
観
点
と
は
如
何
な
る
観
点

に
立

　…



つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、

こ
れ
で
あ

る
。

こ
の
問
題
は
、

シ

ェ
ー
ア
理
論

の
み
な
ら
ず
。
他

の
静
態
的
な
観
点
に
立
脚
す

る
理
論

の
討
究
を
侯

っ
て
初

め
て
解
明
さ
れ
得
る
も

の
で
あ

る
。
更
な

る
ド
イ
ツ
勘
定
理
論
研
究

の
期
さ
れ
る
所
以
で
あ

る
。

更

に
は
、

こ
の
静
態
的
な
観
点
と
対
比
さ
れ
て
い
る
動
態
的
な
観
点
そ
れ
自
体
、

さ
ら

に
ま
た
こ
れ
ら
を
包

含
す

る

「
物
的
」
観
と
は

如
何
な
る
も

の
で
あ

る
の
か
。

こ
れ
ら

の
解
明

の
為
に
は
地
道
な
個
別
研
究
を
措

い
て
他

に
途
は
な
い
。
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五
注
V

(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
6
)

留
冨

さ

}
.閃
こ

切
自
夢

巴
琶

㎎
§
山

ou
楠}器
N
第

五
版

(
前
掲
)
、

二
五
頁
。

留

匿
斜

ト
男
噂
b0
9
酎
冨
岸
§
σq
§
山
bコ
臨
磐
瞬
第

五
版

(前

掲
)
、

二
二
、

;

二
頁

(
括
弧
ー
奥

山
)
。

摯

濫

5

ト
句
・噂
穿

穿

巴
吟§

馴q

愛

一
匂尊
一彦

瞬
第

五
版

(
前

掲

)
、

二

二
頁

。

(
5
)

留
誌

が

ト
閃
ご

切ロ
蓉
穿

隅
ぎ

旨
αq
§
鄭
Uロ
出
雪
国
第
孟

版

(
前
掲
)
、

一
八
頁
。

木
村

教
授

は
、

こ
の
点

に

つ
き

以
下

の
如

く
述

べ
て

い
る
。

「
商
品
を
掛

に
て
買

入
れ

た
る
と
き

に
於

て
も
、

現
在

一
定
の
価
格

の
商
品
を
商

慣
習
其
他
契
約
に
て
定
ま
れ
る
将
来
の
時
期
に
支
払
期
日
の
到
来
す
る
買
掛
金
と
交
換
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
損
益
取
引
的
分
子
が
介
入

し
て
居
る
事
は
否
定
す
る
事
出
来
ぬ
で
あ
ら
う
。
」

総
じ
て

「通
常
交
換
取
引
と
し
て
疑
を
容
れ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
取
引
に
も
取
引

の
与
え
る
結
果
よ

り
す
れ
ば
損
益
的
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
る
。」

木
村
和
三
郎
、
簿
記
上
取
引
の
分
類
に
就
き
て

(内
外
研
究
、
第
二
巻
第

一
号
、

一
九
二
九
年
、

噌
ー
三
二
頁
所
収
)、

一
〇
、

一
二
頁
。

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

留

濫

び

一
・笥
・
"
穿

。匿

仲§

四

巨

自

じロ
即ぎ

N
第

五
版

(前

掲

)
、

一
八
頁

。

留

冨

」

㎞
.男
こ

じσ
蕊
匿

穿
5
磯

舅

山

国

ド
自

第

五

版

(前

掲

)
、

一
七

頁

。

ω
。
訂

び

い
司
・L
W
脅
亭

巴
窪
5
ぴq
§
山

切
凶鉦
欝

第
五
版

(
前
掲

)
、

一
八
頁
。

本
来
、
会
計

期

間
な
る
人
為
的
な
期

間
区
分

は
、
簿

記
理
論

に
と

っ
て
は
考
慮

さ
れ

る
に
は
及

ば

ぬ
も

の
で
あ
り
、

約
に
よ

っ
て
ゆ
が

め
ら
れ
た
部
分
を
元
に
戻
し
た
後
の
姿
と
し
て
の
純
粋
な
簿
記
記
録
が
研
究
対
象
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
が
、

シ

ェ
ー
ア

に
倣

い

一
応

考
慮

に
入
れ
て
お
く

こ
と
と
す

る
。

(
11
)

縛
叛

♪

旨
即

・

じロ
弩
酵

讐

目

頓

§
匹

ロロ
蕃

目

第
五
版

(前
掲
)
、

切
g
穿
髄
搾
彗
σQ

(前

掲
)
、

三

一
頁
。

斯
か
る
期
間
区
分
な
る
制

こ
こ
で
は

二

〇

頁

お

よ

び

く
①
屋
帽
畠

㊦
ぎ
霞

鼠

・。。。。
田
。
ゴ
餌
窪

器
幕

ロ

田

げ
碧

集
§

σq

匹
o
吋
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(
12
)

ω
。
試

炉

旨
,

・
ロσ
暮

凄

巴
言
口
σQ

目

ユ
望

雪

N
第

五

版

(前

掲

)
、

三

五

頁

。

(
13
)

ω
。
訂

び

智
甥

堕
口q
琴

夢

匿

唇

σq

琶

山

ゆ
詮

旨

第

五

版

(前

掲

)
、

三

二

、

四

〇

頁

。

(
14
)

ω
。
匿

が

セ
閏
.噂
嘗

。
匿

葺
5
σq

巨

山

し噂
ぎ

ロ
N
第

五
版

(前

掲

)
、

四

三

頁

。

(15
)

ω
6密
が

"
周
ご
切
暮
窪
葺
琶
頒
自
匹
切
詩
醤

第
五
版

(前
掲
)、
四
三
頁
。

複
式
簿
記
の
記
録
範
囲
が
法
律

の
規
制
を
受
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
得
ら
れ
る
複
式
簿
記
記
録
は
、
純
粋
な
複
式
簿
記
固
有

の
記
録
で
は

な
く
・
当
該
法
律
に
よ

っ
て

(純
粋
な
複
式
簿
記
記
録
か
ら
み
れ
ば
)
既
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
記
録

(内
容
)
を
我

々
に
提
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
ぬ
と

考
え
る
ぺ
き
で
あ
る
。
簿
記
理
論
に
と

っ
て
、
記
録
内
容
そ
れ
自
体
が
考
察

の

一
つ
の
手
掛
か
り
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
が
寧
ろ
会
計
と
密

接

に
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、
資
産

・
費
用
等
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
こ
と
が
簿
記
理
論
の
構
築
に
と

っ
て
は
妨
げ
と
な
る
こ

と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
五
注

(
10
)

に
既
述

の
如
く

シ
ェ
ー
ア
の
見
解

に
忠
実

に
即
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

(16
)

ω
。密
が

ト
戸

じu
自
ぽ
匿
冒
§
。q
目
畠
じd
凶一獅言

第
五
版

(前
掲
)、

一
九
頁
。

(
17
)

望
匿
び
↑
,
'
切
零
写
巴
紳§
σq
目
幽
切
酵
旨

第
五
版

(前
掲
)、
三
〇
、
三
二
頁
。

(
18
)

ω
。寓

目し

.男
"
じロ
暮
臣
隻

雪
αq
§
α
じd
詩
嵩

第
五
版

(前
掲
)
、
三
五
頁
。

(
⑲
)

(
20
)

ω
。訂
び

旨
男
噸
しσ
琴
げ
冨
露
§
αq
8
飢
口σ
蕾
自

第
五
版

(前
掲
)
、
四
〇
頁
。

》

(
21
)

留
審
さ
旨
即
噂
野

。穿
聾
彗
㈹
唇
ら
bロ
辞
冒

第
五
版

(前
掲
)
、

一
六
ー

一
七
頁
。

(
22
)

留
密
び

9
句
二
bロ
琶
げ
訂
胃
目
σq
昌5
伍
じロ
ま
言

第
五
版

(前
掲
)
、

一
八
頁
。

.

こ
れ
に
関
連
し
て
、
木
村
教
授
は
、
「
煩
雑
を
厭
は
ず
先
駆
が
取
引
を
如
何
に
分
類
せ
る
か
を
瞥
見
し
た
る
が
大
抵
交
換
取
引
と

損
益
取
引

と

を

そ

の
基
本
的
区
別
と
し
、
之
れ

に
両
取
引
の
合
体
せ
る
混
合
取
引
を
加
え
て
三
種
と
す
る
を
通
説
と
す
る
と
断
定
を
下
し
て
差
支
な
き
も
の
の
如
く

で
あ
る

(木
村
和
三
郎
、
簿
記
上
取
引
の
分
類

に
就
き
て

(前
掲
誌
所
収
)
、
八
頁
)
と

い
う
。
斯
か
る
三
区
分
の
考
、兄
方
は
現
在

に
お

い
て
も
通

説
的
な
見
解
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
尤
も
、
木
村
教
授
は
こ
の
見
解

へ
の
批
判
を
表
明
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

　
32
)

((((

31292423
))一))

ω
臼
貰

旨
男
闇
ロロ
砦
年

"
ぎ
5
㈹
H日
』
じ巨
脚冨
自

第

五
版

(前
掲
)
、

一
七
、

一
九
頁

(
括
弧
ー
奥
山
)
。

(
25
)

(
26
)

(
27
)

(
28
)

Qり
。
冨

」

セ
戸

"
切
暮
臣

巴
茸
日
σq
§

店
窪

山
ロ
国
第

五
版

(前
掲
)
、

一
八
頁
。

(
30
)

Gり
。
冨

斜

,
即

曽
しd
琴
穿

隻

毒
。q
§

山
しd
辞
言

第

五
版

(前
掲
)
、
二
九
頁

。

留

ゲ
帥
斜

9
,

"
しd
ぎ
穿

薗
犀
自

儲q
日
巳

切
詩

自

第
五
版

(
前
掲
)
、
二
六
頁
欄
外

注
。

曾
密

が

静
戸

切
琴
ゲ
冨

一e§

頓
§
岱
しロ
一ぎ

国
第

五
版

(
前
掲
)
、

二
六
頁
欄
外
注

(括
弧

-
奥
山
)
。

'圏罰蝉 噛回
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3fi353433
Uvuu(九

訂
版
)
、

何
物

で
も
な

い
。

(
40
)

望

琿

曽
}
・聞
ご

bロ
鐸
彦

餌
犀
§

鵬

彰

店

U6
臨
磐

凶

第

五
版

(
前

掲

)
、

二

〇

頁

。

 (
41
)

留
匿
び

匂.聞
ご

曽
鮮
訂
犀
§
伊q
呂
ロ
望
一鍍
国
第
五
版

(前
掲
)
、
二
三
頁
。

(
42
)

吉
田
教
授
は
、
記
録
の

「
二
重
」
の
意
味
解
明

の
手
掛
か
り
を
金
額

の
大

い
さ
と
そ
の
依
存
関
係

に
求
め
、

シ
ニ
ー
ア
の

「針

の
運
動
」
に

よ

る
説
明
に
着
眼
し
て
い
る

(吉
田

威
、
複
式
簿
記
記
録

の
意
味

(前
掲
誌
所
収
)
、
四
五
-
四
六
頁
)
。

こ
れ
に
関
す
る

シ
雛
ー
ア
の
説
明
は
、
以
下
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

シ

ェ
ー
ア
は
、
財
産
と
正
味
財
産
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
二

つ
の
作
用
に
付
さ
れ
る
各
金
額

の
大

い
さ

の
決
定
方
法
の
解
説
の
為

に
両
端
が
そ
れ
ぞ

れ
積
極

(負
債
を
除
い
た
財
産
)、
消
極

(他
人
資
本
、
自
己
資
本
お
よ
び
利
益
項
目
)
の
大
い
さ
を
示
す

一
本
の
針
を
、

そ

の
中
点
を
中
心
と

し

て
回
転
さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
積
極

・
消
極
の
大
い
さ
の
増
加

・
減
少
を
針
の
前
進

・
後
退
運
動
に
置
き
換
え
て
い
る
。

そ
こ
で
の
考
、瓦
方

に
よ
れ
ば
、
ま
ず
第

一
に
財
産
お
よ
び
正
味
財
産
が
と
も
に
増
加
す
る
場
合
に
は
、
財
産

の
増
加
分
だ
け
針

の
上
半
針
が
右
方

向
に
回
転
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の
結
果
と
し
て
必
然
的
に
そ
の
回
転
運
動
が
同

一
の
大

い
さ

の
正
味
財
産
の
増
加
と
し
て
の
下
半
針
の
左
方
向

へ
の
回
転
を
伴
な
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、

こ
の
針
の
回
転
は
、
上
半
針
と
下
半
針
と
で
は
回
転
が
反
対
方
向
で
は
あ
る
も

の
の
同
時
に
、

同

一
の
運
動
量
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
為
に
下
半
針
の
指
示
す
る
昌
盛
が
上
半
針
の
指
示
す
る
目
盛
に

一
致
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
財
産
お
よ
び
正
味
財
産
が
と
も
に
減
少
す
る
場
合
に
は
、
財
産

の
減
少
分
だ
け
針
の
上
半
針
が
左
方
向
に
回
転
す
る
こ
と
に
よ

か
て
、

そ

の
結
果
と
し
て
必
然
的
に
そ
の
回
転
運
動
が
同

㎝
の
大
い
さ
の
正
味
財
産
の
減
少
と
し
て
の
下
半
針

の
右
方
向

へ
の
回
転
を
伴
な
う
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
針

の
回
転
も
、
財
産

.
正
味
財
産
が
と
も
に
増
加
す

る
場
合
と
同
様
に
、
上
半
針
と
下
半
針
と
の
回
転
が
反
対
方
向
で
は

あ
る
も
の
の
同
時
に
、
同

一
の
運
動
量
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
、
下
半
針
の
指
示
す
る
目
盛
が
上
半
針
の
指
示
す
る
目
盛
に

一
致
す
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

留

匿

門.
梱
聞
ご

匂口
g
ゴ
ぽ

一の唇
槻
唇

鮎
ロσ
一一雪

N
第

五
版

(前
掲
)
、
二
六
頁
欄
外

注
。

望

冨

♪

}
・聞
↓

¢u
ロ
6
匿

#
崖

σq

毒

恥

bσ
出
昌

凶
第

五

版

(前

掲

)
、

一
九

頁

。

碧

が

匂
・聞
ξ

ロロ
暮
葛

鱒
#
藍
翰
房

山
国
一碧
醤
第

五
版

(前
掲
)
、

一
九
-

二
〇
頁
。

(
78
)

(
38

)

匂o
島

貰

聴
℃
こ

穿

。疑

謬
§

αq

目

鎚

望

彗

国

第

五

版

(前

掲

)
、

三

一
「頁
。

例
え
ば
、
大
陸
法
に
よ
る
決
算
の
場
合
の
仕
訳
帳
に
お
け
る
開
始
記
入
の
姿

(代
表
的
な
も

の
の

一
つ
と

し
て
、

沼
田
嘉
穂
、
簿
記
教
科
書

同
文
舘
、

一
九
七
六
年
、
七
二
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
如
き
)
は
、
本
来

の
大
陸
法
に
よ
る
開
始
寵
入
の
簡
略
化
の
産
物
以
外
の
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最
後

に
・
あ
る
財
産
が
増
加
し
・
別
の
財
産
が
減
少
す
る
場
合
に
は

「
一
つ
の
交
換
事
象
が
二

つ
の
事
象
に
分
析
さ
れ
ぬ
限
り
、
針
は
前

に
も
後

に
も
運
動
し
な
い

(ω
。叡
が

}・閃
・噛
2
窪
窃

m
島

牙
日

Ω
Φ玄
。8

缶
霞

。。鴇
8
日
鋤蔚
静
。昌
bd
口
鼻
冨
=
§
Φq
(前
掲
誌
所
収
)、
六
頁
)
。
」
例
・瓦
ば
、
積
極

内
部
に
お
け
る
交
換
・
具
体
的
に
は
現
金

に
よ
る
商
品
の
購
入
の
場
合
に
は
、
購
入
代
金

の
現
金
支
払
に
よ

っ
て
、
現
金
の
流
出
分
だ
け
上
半
針
は

左
方
向
に
回
転
し
・
必
然
的
に
下
半
針
も
同
じ
大

い
さ
だ
け
右
方
向
に
回
転
す
る
。
更
に
、
こ
の
運
動
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
上
半
針
は

「
購
入
さ
れ

た
商
品
の
価
額
分
だ
け

(讐

こ

・閏
.』

。
§

霧

書

婁

§

量

・・眞

。日
舞

曹

じ。
9
匿

葺

(前
掲
誌
所
収
)
、

六
頁
〉」
右
方
向
に

回
転
し
・
下
半
針
も

こ
れ

に
伴
な

っ
て
同
額
分
だ
け
左
方
向
に
回
転
す
る
。

か
く
て
、
上

・
下
半
針
そ
れ
ぞ
れ
の
二
度
に
わ
た
る
反
対
方
向

へ
の
回

転
の
結
果
・
針
は
元
の
位
置

に
戻
り
・
針

の
両
端
は
、
事
象
発
生
前
と
同
じ
目
盛
り
を
指
示
す
る
こ
と
と
な
る
。
斯
か
る
事
象
に
つ
い
て
は
、
第
二

の
回
転
運
動
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
扇
形

の
大
き
さ
は
、
第

一
の
そ
の
運
動
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
扇
形
の
大
き
さ
に
依
存

し
て

い
る
と
考
、兄
ら

れ
得

る
む同

様
に
、
消
極
内
部
に
お
け
る
交
換
、

つ
ま
り

「あ
る
負
債
か
ら
他
の
負
債

へ
の
変
形

(幹
密
が

}.
男
・u
じロ
信
。亭
潤
犀
琶
σq
8
山

bU
鵠
ロ
凶
第
五
版

(前
掲
)
、

一
九
頁
)

の
場
合
に
も
、
あ
る
負
債
の
減
少
分
だ
け
下
半
針
は
右
方
向
に
回
転
し
、
必
然
的
に
上
半
針
も
同
じ
大
い
さ
だ
け
左
方
向
に
回

転
す
る
。
そ
し
て
、
下
半
針
は
他
の
負
債

の
増
加
分
だ
け
左
方
向

に
回
転
し
、
上
半
針
も

こ
れ
に
伴
な

っ
て
同
じ
大
い
さ
だ
け
右
方
向
に
回
転
す
る
。

そ
の
結
果
、
上

・
下
半
針
は
元
の
位
置
に
戻
り
、
針

の
両
端
は
事
象
発
生
前
と
同
じ
目
盛
り
を
指
示
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
消
極
財
産

内
部
に
お
け
る
交
換

に
あ

っ
て
も
、
第
二
の
回
転
運
動
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
扇
形
の
大
き
さ
は
、
第

一
の
そ
の
運
動
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
扇
形

の
大

き
さ
に
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
得
る
。

更
に
、
積
極
財
産
と
消
極
財
産
と

の
交
換

に
つ
い
て
も
同
様

に
考
え
ら
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
総
じ
て
シ
ェ
ー
ア
の
い
う
交
換
事
象
に
お
い
て
は
第

一
一の
回
転
運
動
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
扇
形
の
大
き
さ
は
、
第

一
の
そ
の
運
動
に
よ

っ
て
描
か
れ
る
扇
形

の
大
き
さ
に
依
存
し
て
い
る
と
考
・κ
ら
れ
得

る
。
し
た
が

っ
て
・

こ
こ
に

一
方
の
数
値

の
大

い
さ
の
他
方
の
数
値

の
大

い
さ

へ
の
依
存
関
係
の
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

右
の
依
存
関
係
は
、
財
産
の
増
加
λ
減
少
)
、
正
味
財
産

の
増
加

(減
少
)
を
も
た
ら
す
事
象
に
も
成
立
し
て
い
る
と
考

え
ら

れ
得
る
。

何
と
な

れ
ば
、

シ

ェ
ー
ア
の
説
明
に
よ
れ
ば
財
産

の
増
加

(減
少
)
分
だ
け
上
半
針
が
回
転
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
同
時
に
必
然
的
に
同
じ
大
い
さ
の
正
味
財

産

の
増
加

(減
少
)
分
だ
け
下
半
針
も
回
転
す
る
と
考
え
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ

る
。
更
に
、
こ
の
こ
と

か
ら
斯
か
る
事
象
に
あ

っ
て
は
、

一
方

の
数

値

の
犬

い
さ
の
他
方
の
数
値

の
大

い
さ

へ
の
依
存
関
係
は
、
正
味
財
産

の
増
加

(減
少
)
分

の
大

い
さ
が
財
産

の
増
加

(減
少
)
分
の
大

い
さ
に

一

致
す
る
と

い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

と
す
れ
ば
、
既
に
明
ら
か
な
如
く
、

シ
笛
ー
ア
の
い
う
交
換
事
象
を
二

つ
の
事
象
と
し
て
分
析
し
て
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
交
換
事
象
も
す
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べ
て
財
産

の
増

加

(減
少
)
と

正
味

財
産

の
増
加

(減

少
)
と
看
倣

さ
れ
得
る

の
で
あ

る
か
ら
、
す

ぺ

て
の
事
象

に

つ
い
て
・

一
方

の
数
値

の
大

い

さ

の
他
方

の
数
値

の
大

い
さ

へ
の
依
存

関
係
、
具

体
的

に
は
正
味

財
産

の
増
加

(
減
少
)
分

の
大

い
さ

の
財
産

の
増
加

(減
少
)
分

の
大

い
さ

へ
の

依

存
関
係

の
成

立
が
観
察
さ
れ

得
る

こ
と
と
な

る
。

こ
こ
に

「
借

方
と
貸
方
と
が
常

に
同

一
額

に
て
対
立
し

て
い
る

(留
密

「
"
ト
国
樋
ロロ
琴
霞

巴
齢§
σq

§
α

◎σ
出
墜
国

(第

五
版

)
、

二
五
頁
)
」

理
由
が

明
ら
か
と
な

る
。

つ
ま
り
、

「
同

一
の
貨
幣

額

(留
冨

♪

旨
男

鴇
じ口
口
畠
ぽ
犀
慧
。q

巨
店

じロ
臨
農

旧
(
第
五

版

)
、
六
二
頁
)
」
あ

る

い
は

「
同

一
の
大

い
さ

(G。
。
密

♪

↑
即

博
切
ロ
6
年

毘

目
。q

巨
店

¢u
計

言

(
第
五
版
)
、

四
〇
頁

ご

に
て
な
さ
れ
る
借
方
・

貸

方

の
記
録
数
値
が
常

に

一
致

し
て

い
る
理
由
は
、
財
産

の
増
加

(減
少
)

分

の
大

い
さ
を

尺
度
と
し

て
正
味
財
産

の
増
加

(
減
少
)
分

の
大

い
さ
が
・

す

な
わ

ち

「
具
体
的

な
価
値

形
態

(Gり
。
試

斜

角
・,
"
oσ
琴
導

巴
帥§
αq

毒
山

bσ
辞

器

(第

五
版

)
、

一
四
、
三

三
頁
)
」

の
大

い
さ
を
尺
度
と
し

て
、
「
抽

象
的
な
計

算
上

の
大

い
さ

(ω
。
冨
が

}
・殉
ご

切
暮
茅

聾

弓
⑳
巷
α
ロ賢
簿

冒

(第

五
版

)
、

=

二
、

一
四
頁
)
」

た
る
正
味
財
産

の
大

い
さ
が
決
定

さ
れ
て

い
る

こ
と

に
あ

る

の
で
あ

る
。

こ
こ
か
ら
、
「
複

式
簿
記

の
必

然
的

・
強
制

的
結
果

で
あ

る
恒
常
的

(貸
借

)
平
均

(
留
誌
♪

↑
男

"
ロロ
砦
穿

巴
け目

四

§

山

bσ
自
聲
国

(第

五
版

)
、

五
九
頁
ご

が

生
じ

て
い
る
に
過
ぎ

ぬ

(
世
に
謂
う

『
貸
借

平
均

の
風
恥
』

の
適
否

は
推

し
て
知

る

べ
し
)
。
「
二
重

の
金

額

に
よ

る
記
録

は
強
制
的

に
な
さ
れ

て

い
る

(¢
。匿

斜

細
扇
ご

od
ロ
畠
訂
犀
盲
㎎
§

窪
¢ご
詩

自

(第

五
版
)
、

五
九

頁
)
」

の
で
あ

る
。

(
43
)

一
注

(
1
)

に
例
を
見
る
如
く
、
諸

理
論
が
幾

つ
か

の
グ

ル
ー
プ

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら
も
充

分
に
窺

い
知

る

こ
と
を
得

る
。

(
"
)

黒
澤

教
授
は
、
主
要

な
勘
定

理
論
を

以
下

の
如
く

ま
と
め

て
い
る

(
黒
澤

清
、
簿

記
原
理

(前
掲
)
、

一
〇

一
-

一
九

六
頁
)
。

数
学
的
簿
記
理
論
蕪

轍

讐

経
済
的
簿
記
理
轟

鰍

蕪

ま
た
、
畠
中
教
授
は
以
下
の
如
く
ま
と

め
て
い
る

(畠
中
福

一
、
勘
定
学
説
研
究

(前
掲
)
、
二
五
〇
1
四
五
八
頁
)
。

静態墨

講

総

動
態
勘
定
学
説

成
果
勘
定
学
説
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こ
れ

以
外

に
は
例
え
ば

一
注

(
1
)

の
如
し
。
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)

畠

中
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一
、
勘
定

学
説

研
究
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掲
)
、

八

一
頁
。
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中
福

一
、

勘
定

学
説
研
究

(前
掲
)
、

八
七
頁
。
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